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OpenVMS オペレーティングシステムにおける

数々の勝因の中で、 その成功のカギとなった

ものは恐らくその革新的精神です。 OpenVMS

は革命的であったという人もいますが、

OpenVMS への移行がスムーズで建設的であっ

たことから、 私はこれを革新的と言いたいと

思います。 

ピューテイングスタイル環境に変化し

が進化し変化しながらも、その成功は続きま

した。

20 年間にわたり、5つの領域で革新を経験しま

した。 第一に、20 枚からなるプリント基板上

で動作するシステムから、単一チップ上で動作

するシステムへの進化。 第二に、DEC 独自の

製品からオープンな製品への変化。 第三に、

CISC ベースの VAXから RISCベースの Alpha シ

ステムへの変化。 さらに四番目には、主にテ

クニカルな分野で使用されるオペレーティン

グシステムから、 コマーシャル向きのオペレ

ーティングシステムへ、ハイ アベイラビリテ

ィで ミッションクリティカルな商用オペレー

ティング システムへと変化しました。 そして

最後に、VMS はタイムシェアリングシステムか

ら、 ワークステーション、クライアント/サー

バコン

ました。

ハードウェアも似たような変化を経験してい

ます。 ちょうど 16 ビットの PDP システムが

VAX プラットフォームの基礎になったように、

VAX は業界最先端の 64 ビットシステムである

Alpha の基礎になりました。 プラットフォー

ム

現在、OpenVMS は、世界で最も柔軟性が
の Galaxy に変化しています。そして、

宇宙のように我々の前に終焉はありま

せん。

－

あり、適用性の高いオペレーティングシ

ステムです。 1975 年に Starlet という

コンセプトで始まったものが、21 世紀

Jesse Lipcon

上級 VP、UNIX and OpenVMS システム

ビジネスユニット
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VAX ＆ VMS ものがたり － ２０年目を迎えた VAX&VMS － 
はじめに 

新技術が 3年から 5年で陳腐化するコンピュータテクノロジーの世界で、 20

年後も依然として健在な技術は、賞賛に値します。そのテクノロジーが VAX と

VMSです。 DECの創業40周年と、VAXと VMSの誕生20周年目を迎えるにあたり、 

今世紀過去 20 年間に一時代を画し、優位性を失うことなく 21 世紀に前進する

コンピュータプラットフォームを DEC は振り返ってみます。

成功に満ちた 20 年を祝福しながら、VAX ファミリのコンピュータと OpenVMS オ

ペレーティングシステムは、多くの企業組織の中でコンピュータシステムのバ

ックボーンであり続けています。 OpenVMS システムは、信頼性、スケーラビリ

テイ、データインテグリティ、 および 365 日 24 時間の連続運用において業界

の標準になっています。

この記念すべきドキュメントは、世界的に知られたエンジニアリング上の驚異

ともいえるシステムを開発した、 戦略、挑戦、人々に関する舞台裏を紹介する

ことを目的としています。 その趣旨はプラットフォームに関する技術的な詳細

を学ぶことではなく、 コンピュータの「元気なアイドル」となったシステムを

祝うことにあります。 そしてそれは、今もまさに前進し続けています。 
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VAX ＆ VMS ものがたり 第 1章 コンピューティングの形態の変化 

第 1章 コンピューティング形態の変化 

300 人年を超える集中的な開発努力の後、DEC は 1977 年 10 月 25 日の株主総会で、 その最初の 32 ビット 

コンピュータ システムである VAX 11-780 と、 その OS である VMS を発表しました。その 32 ビットテク

ノロジーによって、 VAX は DEC にとって新しいマイルストーンとなり、 コンピュータ業界における大き

な躍進として報道されました。

VAX プラットフォームと VMS オペレーティングシステムが、 社長であり創業者でもある Ken Olsen によ

り紹介されました。 マシンの CPU、キャッシュ、トランスレーションバッファ、 および他の重要部分

を参加者が見易いように、 透明なプラスチックのフロントパネルを付けて展示されました。 VAX シス

テムのデモには、スクラブル(*)というゲームプログラムが実行されましたが、 人間相手のそのゲームに

勝ち聴衆を驚かせました。

「我々が最初の 20年間に対話型コ

ンピュータについて学んだ最高のも

のが、 このマシンに生かされれてい

ます。この開発に 300人年以上の集

中的な努力を費やしましたが、 その

間 DECの短い歴史の中で、他では感

じたことのない興奮と熱気を VAXの

開発者の中に感じました。」

－Ken Olsen

DEC 社の創業者

1977 年 10 月 25 日

その勝ちゲームは｢sensibly｣という語で、7文字のボーナス 50 点を得て、 総

合点 127 ポイントを獲得し勝利しました。 

その後 10 年間に VAX と VMS 製品は、人々がコンピュータを使用する方法を

変え、 DEC を世界でトップのコンピュータメーカのひとつにしました。 

高い目標の設定 

VAX システムは、主に次の目的を達成するためにデザインされました。 第一

に、革命的な 32 ビットのアーキテクチャに基づく事。 第二に、以前のコン

ピュータ技術にあった多くの問題を解決できる事。 第三に、多様な市場の

多数のユーザに役立つように、 そして DEC の顧客がそれまでの製品アーキ

テクチャからシームレスに移行できる事。 そして最後に、計画的に生産中

止するような問題の多い戦略に直接対抗できるよう、 VAX システムが 15 年

から 20 年継続して使用できるようにデザインする事でした。 確かに、困難

な要求ばかりですが、VAX と VMS はこれらの要求を全て満たしました。

Jay Nichols 
(コンピュータスペシャルシステム, エンジニアリングマネージャ)の話

「Jesse Lipconは我々の 3つの重要なゴールは、早く市場に、早く市場に、早く市場に、 だと繰り返しまし

た。ある時、私は彼に言いました。 Jesse?、ところで品質はどうなんだと。すると直ぐに、Jesseは答えま

した。 品質はゴールではない、それは当然のものだと。」 
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                                                                           16ビットから 
                                                                           32ビットコンピューティングへ 

システム全体にフォーカス 

VAX の開発計画は、当初からシステム全体にフォーカスしていたため、 グループはハードウェアとソフ

トウェアのエンジリアリング、 サポート、製品管理、ドキュメンテーション、製造部門の担当者から構

成されていました。 1,000 人以上の社員が、非常に困難なスケジュールの下で、最初の VAX と VMS のシ

ステム開発に関与しました。 

 

疑いもなく、限られた時間の中で開発されたそのシステムは、全ての面で期待を上回っていました。 

ハードウェアとソフトウェアを最初から一緒に設計 

VAX と VMS は、ハードウェアとソフトウェアのシステムが最初から一緒に設計された 初めてのインタラ

クティブなコンピュータアーキテクチャとして、 エンジリアリング上にその歴史を刻みました。 ソフト

ウェアとハードウェアのチームが一緒に働き、 お互いの要求を考慮して自分たちの設計を変更したこと

は、 コンピュータアーキテクチャ設計における新しい方法でした。 この共同の開発努力の結果として、

前例のない信頼性、柔軟性、スケーラビリティ、 そしてデータ保全性が実現されました。つまり、堅牢

なコンピュータです。 

 

メインフレームの機能、容量、性能とミニコンピュータの対話性、柔軟性、 コスト/パフォーマンスを合

わせてユーザに提供することにより、 最初の VAX システムは業界における主要な革新的製品であること

を証明しました。 

 

 

Richie Lary 
(コーポレートエンジリアリングコンサルタント)の話 

「空いた時間に、Stan Rabinowitzと私は、 PDP-11用のスクラブルプログラムを作成し

ました。VAXが使えるようになると直ぐに、 これを VAXに移植しました。Kenは、その

スクラブルプログラムを 製品発表時にデモするように主張しました。私がスクラブルプ

ログラムを走らせ、 人と競争させました。そして、VAXが勝ちました。 そのとき、Ken

は立ち上がって言いました。 『これでトップレベルのゲームができる。 三目並べなん

かじゃなく、スクラブルだ！』と言いました。」 
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第 2章 舞台のお膳立て 

VAX 以前の時代 

最初の VAXコンピュータは、DECの 20周年祝賀行事の際に発表されました。 Ken Olsen、Harlan Anderson、

Stan Olsen によって、 1957 年に 70,000 ドルの初期投資で創立されたこの会社は、ボストンの西 50 マイ

ルの小さな町、 マサチューセッツ州メイナードに広がった工場群の一隅に小さなモジュールメーカとし

て始まりました。 

プリント基板モジュールから

コンピュータへ 

DEC は当初回路モジュールを製造していました

が、会社の真の目標はコンピュータを 人々に提

供することでした。2年目に、DEC はコンピュー

タに移行して、 1959 年に最初のコンピュータ、

PDP-1 を発表しました。 そして、1960 年代に、

以前の PDP より強力な PDP コンピュータファミ

リを世に出しました。 早くから、革新性と卓越

したエンジリアリングが広く認められ、 その歴

史全体を通してこれらが DEC 製品の特長でした。 

ピアツーピアネットワーキン

グ：分散コンピューティングの

誕生 

最初のコンピュータはスタンドアロンシステム

でしたが、 1970 年代の初期に DEC は、成功し

た最初のソフトウェア製品、 DECnet の導入に

よりピアツーピアのコンピュータネットワーキ

ングの先駆者となりました。 ネットワーキング

により、顧客は多くのミニコンピュータに接続

でき、 共通のデータベースを使用することがで

きるようになりました。 

 

コンピューティングへのこの取り組みにより、

分散コンピューティングの概念が生まれました。 

当時、メインフレームとスタンドアロンのミニコンピュータだけしかなかった中で、 これは全く新しい

アプローチでした。 

Bill Demmer  
(前副社長、コンピュータシステムグループ)の話 

「Gordon Bellのビジョンが、VAXファミリ全体を支える主

な推進役でした。 そして、VAXの成功は彼のビジョンのお

陰であったと思います。」 

Fortune誌 1986年 10月号の表紙。 
Ken Olsenと DECの特集。 

 

そのときまで、コンピュータは相互にやり取りすることができませんでした。 

 

情報をシステムからシステムに移動するには、 遅い磁気テープとスニーカーによるネットが必要でした。 

分散コンピューティングは、柔軟性と接続性のメリットを提供しました。 現在、情報は複数のコンピュ

ータ室でやり取りでき、 その後ほとんど瞬時に国中に通信できますが、 これにより情報を必要とする

人々にコンピューティングパワーを 提供するという DEC の目標が現実のものになりました。 

 

技術系の顧客は、これらの新しいミニコンピュータの対話性、操作性を歓迎しました。 そして、DEC は

何万台も販売される PDP システムによって繁栄を始めました。 
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愛しの工場 

VAX と VMS が開発された環境は、ニューイングランドの

伝統と非常によく調和していました。 メイナードの中

心部にある煉瓦造りのビル、 「ミル」はニューイング

ランドの古い二つの伝統を示すものです。 ひとつは、

産業の発展と周辺コミュニティの成長に伴う、伝統的な

工場街のパターンです。 もうひとつは、ヤンキーの抜

け目のない「間に合わせ」主義です。 つまり、持ち物

が使える限り、それを捨てたり新しい高価な物を買うの

でなく、 それで間に合わせた方が良いというものです。 

アサベット川沿いにある工場はかつて、ストウの町の対

岸、サドベリーの町の一部でした。 1891 年に統合され

た現在の町は、その開発に最も責任のあった男、 Amory

Maynard の名前にちなんでいます。彼は、16 歳のときに

製材所を始め、 その後カーペットメーカと協力関係に

入りました。 そして、1847 年に始めた新しい工場の動

力とするため、川をせき止め水車用の貯水池を作りまし

た。

時計台 

Armory Maynard が 1890 年に亡くなった後、 彼の息子の Lorenzo が父親を記念して有名なミルの時計塔

を作りました。 この時計の 4面は各直径が 9フィートで、塔内の小さなタイマーにより機械的に制御さ

れています。 DEC はそのタイマーもベルの機構も電化していません。 このため現在でも、時計を巻くた

めに(タイマーを 90 回、 時計のハンマーを 330 回)誰かが週に一度 120 段登らなければなりません。 

1899 年、業界の巨人である American Woolen Company がアサベットミルを買収して、 ほぼ現在の形にし

ました。最も大きな部分は、 610 フィートの長さで世界の他の織物工場よりも多数の織機を収容したビ

ルディング 5でした。

以降 50 年以上にわたって、アサベットミルは 2回の戦争と大恐慌にも生き延びましたが、 平和が戻った

1950 年に、アサベットミルは完全に閉鎖されました。 ニューイングランドの多くの織物工場と同様に、 

南部と外国との競争および合成繊維の利用増加に負けたわけです。

織物からコンピュータへ 

1953 年に、近郊のウースター出身の 10 人のビジネスマンがその工場を購入して、 テナントにそのスペ

ースを貸しました。 その手頃な値段で利用できるスペースに惹きつけられた企業のひとつが、Digital 

Equipment Corporation でした。 そして、1957 年にその工場の 8,680 平方フィートを使用して業務を開

始しました。 

DEC の成長が速かったため、17 年の間にミルコンプレックス全体に拡大しそれを購入しました。 内部は、

壁の古い塗装が除かれて、本来の煉瓦積みの大きな領域になりました。 大きな梁や柱とは対照的に、パ

イプは明るい色で塗装されました。 かって織機に使用された大きな内部は、モジュール化された多数の

小部屋のオフィスにされました。 そして、会社の変化する要求に柔軟に対応することができました。

DEC はビルの外部をほとんど変更せずそのまま残しましたが、 工場の染料プラントからの残留物で汚れ

ていたアサベット川をきれいにしました。

従業員が最初に入ったとき、床はきしみ、羊毛を処理した時代の脂がしみこんでおり、 クレープ底の靴

にすぐ滲みてしまいました。

エンジニアは VAX と VMS のアーキテクチャを設計し始めましたが、 床は再仕上中であったため、彼らは

床を打ち付ける周囲の音を我慢しなければなりませんでした。 その後、床が磨かれポリウレタン処理が

行われました。 床を磨く間、自分たちの机と装置類を毎夜覆うためにエンジニアにはシートが提供され

ました。 屋根をかえるまでは、雨が降ったときには多量の水が工場に流れました。

有名な時計塔のあるマサチューセッツ州

メイナードの DEC本社 
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当時の業界のトレンド 

PDP-11/70－16ビットから 32ビット 
コンピューティングへの移行 

1970 年代中頃の業界のトレンドは、対話型コンピュ

ーティングとネットワーキングでした。 多くの企業

は、分散コンピューティングがメインフレームによ

る バッチ環境に対する選択肢であることに気が付

いていました。 分散コンピューティングにより、企

業は情報を分散化し、 意思決定者が情報にアクセス

できるようになりました。 これは、コンピュータの

パワーを人々に提供するという、 Ken Olsen の本来

の目標に完全に符合した概念でした。 

 

業界全体の技術進歩により、より安くより強力なコ

ンピューティングパワーが 1 平方センチあたりに実

装できるようになりました。その結果、 コンピュー

タシステムは小さくより安価になり、 以前はメイン

フレームでのみ使用できた機能が利用できるように

なりました。 

 

DEC はますます安価で強力、しかも小型のコンピュータシステムの開発という業界のトレンドを主導しま

した。 

 

DEC はこれらの業界トレンドにより発生したチャンスを生かすツールを開発しました。 即ち、対話型ミ

ニコンピュータ、DECnet、強力でかつ簡単に使用できるソフトウェア、 大量生産、および財務アプリケ

ーションなどです。 しかし、多くの企業は、業界が解決する必要のあったボトルネック、 つまり 16 ビ

ットのコンピュータアーキテクチャのアドレス限界に拘束されていました。 

16 ビットを超えて 
Terry Shannon 
(Shannon knows DEC の著者)の話 

「DECが行った最も重要なことは恐らく、コンピュ

ータを多くの人々が入手できるようにしたことで

す。 DECは、ガラス壁の奥で白いローブを着た高

位の祭司のようであったコンピュータを、 奥の部

屋から外に持ち出すことで、購入しやすくまた受け

入れられるものにしました。」 

DEC は 1974 年には、特に科学、エンジニアリング、

ビジネス、 データ処理アプリケーションの分野でし

ばしば必要とされた大規模プログラムの作成や 大

容量データの処理などの業務に対して、16 ビットの

PDP アーキテクチャの限界をすでに認識していまし

た。 そして、将来のコンピューティングニーズを満

たすためにより大きなアドレッシング機能と 十分

なパワーを持ち、同時に PDP システムと互換性があ

る新しいアーキテクチャのニーズが あることに気

がついていました。 

32 ビットコンピューティング: 必然的な次のステップ 

一部のユーザも 16 ビットコンピューティングの制約は問題であると感じ始めていました。 彼らは、大き

なプログラムをコンピュータで実行させるためには、 それらを小さなプログラムに分割しなけれならな

いことに不満を持ちはじめていました。 16 ビットアドレスが進歩の障害となっていたので、解決策を見

いだすことが重要になりました。 アドレッシングアーキテクチャを 32 ビットに拡張すれば、 問題の解

決に必要となるパワーを提供できます。他のコンピュータメーカも 16ビットアドレスの欠点を認識して、

コンピュータ開発の次の必然的なステップと思われた 32 ビットシステムを開発し始めました。 
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次期製品の検討 

DEC はミニコンピュータ業界における主導権を維持することを目標としていました。 そして、アドレッ

シングアーキテクチャの拡張が重要であるということを理解していました。 このため、当時の PDP ファ

ミリ、DECsystem-10 製品ラインの下で採用されていた アドレスの拡張方法を色々検討しました。また、

顧客がシステムの強力なパワーやメモリだけではなく、 PDP-11 ファミリのプロセッサ、周辺機器、ソフ

トウェアと互換性のあるより経済的なシステムを 望んでいることを理解していました。 

 

1975 年末に、DEC はメモリアドレッシングの問題の解決を目指して、 PDP-11 ファミリの基本的なアーキ

テクチャを拡張した PDP-11/70 の開発を開始しました。 この PDP-11/70 には最大 4MB という大きなメモ

リ容量がありましたが、 16 ビットの PDP-11 ソフトウェアでそれを使用するのは負担でした。 開発チー

ムには、PDP-11 ファミリのアーキテクチャを強引に拡張するか、 新しいアーキテクチャを開発するかの

選択肢がありました。

VAX-11/750 
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第 3章 VAX ハードウェアの開発 

まったく新しいアーキテクチャの開発 

1975 年春に、精力的な小さな開発タスクフォースが作られ、 32 ビットの PDP-11 アーキテクチャが提案

されました。チームは、マーケティング、 システムアーキテクチャ、ソフトウェア、そしてハードウェ

ア部門からの代表者で構成されていました。

そのプロジェクトは、3つのフェーズから成っていました。 フェーズ 1では、チームは、ビジネス計画、

システム構造、開発計画、 プロジェクト評価基準、長期製品開発との関連性、 他の選択肢を包含したド

キュメントを作成しました。 フェーズ 2では、プロジェ

クト計画を作成しました。 そして、フェーズ 3は、プロ

グラムの実施でした。Bill Demmer 
(前副社長、コンピュータシステムグループ)の話 

「歴史を通じて、新しいコンピュータアーキテクチャ開発

の背景にあった主な推進力は、 恐らくアドレッシング能

力の向上でした。 これにより、VAXコンピュータの概念全

体が最初に生み出されました。」 

新しいハードウェアシステムの予定出荷日は、開始日から

18 カ月または 20 カ月後でした。 最重要課題は、より強

力なコンピューティングパワーを求める顧客のニーズを

満足するために、 32 ビットシステムを迅速に市場に出す

ことでした。  

天体名の使用 

当初、VAX と VMS の開発チームはハードウェアには「Star」、 オペレーティングシステムには「Starlet」

というコード名を使用しました。 以後、ハードウェアとソフトウェアの名前付けに天体のコードが使用

され始めました。 

新しい 32 ビットシステムのファミリ計画は、既に作成されていました。 約 40 人のエンジニアがチーム

で通常の勤務時間を超えて働きました。 関係した誰もが、この新しいコンピュータが DEC をテクノロジ

ーの最先端に導くことを期待しました。 そして、周囲の雰囲気は、興奮と熱気に溢れていました。  

プロジェクトの計画 

VAX11-780の製品発表時のシーン。 
左から右に、Gordon Bell、Richie Lary、Steve Rothman、 

Bill Strecker、Dave Rogers、Dave Cutler、および Bill Demmer 

Gordon Bell(エンジニアリング担

当副社長)は、DEC の新しい方向性

に対する主な推進者でした。 彼は、

PDP-11に使用したアドレッシング

機構を拡張した新しいシステムの

計画を作成しました。 

新しいシステムの当初のコード名

は「Star」でしたが、内部的には

すぐにVirtual Address eXtension

の頭字語、「VAX」として知られよ

うになりました。 製品が発表され

たとき、顧客に新しいシステムが

PDP-11と互換性があるということ

を示すために、 VAX という名前に

数字の「11」を追加しました。 
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Bill Demmer は VAX プロジェクトのプロジェクトマネージャで、 新しいアーキテクチャを開発するため

に、3つの設計チームを作りました。 VAX A チームは、設計コンセプトを担当し、 VAX B チームはアー

キテクチャ拡張の一部と設計仕様そしてプロジェクト計画のレビューを担当しました。 VAX C チームは、

最終版のプロジェクト計画と設計仕様のレビューと承認を行いました。 

計画の実施 

Ken Olsenが最初の VAXに電源を投入。 
最初の VAXのブレッドボード(プロタイプ)に電源を 
始めて入れたとき、 Ken Olsenは電源装置で手を 

やけどしそうになりました。 

 

VAX と VMS のキックオフ ミーティングが、1975 年

4 月に開催されました。 インストラクションセッ

トの拡張、マルチプロセッシング、 プロセス構造

などの項目を解決するタスクフォースがこれらの

詳細を議論するために、 部屋に閉じこもりました。

彼らのゴールは、PDP-11 を可能な限り変更せず、 

かつより大きな仮想空間を持つように拡張するこ

とでした。 

 

基本的な問題は、「PDP-11 アーキテクチャはその

アドレス機構を拡張しながら、 ユーザからは透過

に見えるようにするという目標を達成できるの

か? この拡張されたアーキテクチャが、元のアー

キテクチャにスタイルと構造が類似しながら、 長

期間にわたり競争優位なコスト/パフォーマンス

でインプリメンテーション可能か?」というもので

した。 チームのメンバーには、これら 2つの目標

が完全には達成できないことがすぐに分かりまし

た。 そこで、彼らは、全く新しいアーキテクチャ

を開発することにしました。 

 

すべてのチームメンバーは、「新しいシステムはカルチャー的に PDP-11 と互換性をもち、 それまでの成

功したシステムと同じ外観と感じを維持しなければならない」ということで合意しました。 

 

PDP-11 の基本的な制約を見事に解決する 1つのアーキテクチャが登場しました。 チームは、拡張された

アーキテクチャと PDP-11 の基本的なアーキテクチャを 重ね合わせたインプリメンテーション計画を作

成しました。 こうして、新しいシステムを PDP-11 ファミリの拡張モデルのようにすることができました。 

これにより、主要な目標の 1つが達成でき、顧客は PDP-11 へのこれまでの投資を生かし、 かつ自分達の

システムを成長させることができるようになりました。 

 

アドレス空間の拡張と PDP-11 互換の保証に加えて、 他の目標は 15 年間から 20 年間にわたるユーザの要

求をサポートするアーキテクチャを開発することでした。 

アーキテクチャの革新 

VAX の開発およびレビューチームは、ほとんど 1年間、VAX アーキテクチャに関して試行錯誤しました。 第

4バージョンまで進んだ後、提案されたアーキテクチャを実現するのは、 余りに複雑で、高価で、大変

であることが分かりました。 

 

このため会社は、3人のハードウェア エンジニア、 Bill Strecker、Richie Lary、Steve Rothman と 3

人のソフトウェアエンジニア、 Dave Cutler、Dick Hustvedt、Peter Lipman から成る 「Bule Ribbon 

Committee」として知られるようになったグループを作りました。 彼らは、初期の設計を簡単にして、実

施可能な計画を作成しました。 重要な修正には、提案されたシステムの非常に複雑なメモリ管理と プロ

セススケジューリングの簡略化が含まれました。 単純化されたアーキテクチャ、即ちバージョン 5にま

で進化した設計のもとで VAX は完成し 1976 年春に承認されました。設計作業の開始から正確に 1年後の

ことでした。 
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Peter Conklin 
(VMS エンジニアリングマネージャ)による
VAX という名前の由来 

「VAX は Virtual Address eXtension の頭字語で、

製品名ではなくプロジェクト名でした。 名前を選

択するとき、『PDP-何とか?』を使用することも考

えましたが、 マーケティング担当者が、名前を記

憶しやすくするには、2つの重要な要素があると

助言してくれました。 それは、短くかつ発音しや

すく、名前に「X」という文字を持つということで

した。 というのは、Xはあまり使用されない文字

のために、目を引くというわけです。 その理論に

従って、「VAX」という最良の名前を付けることが

できました。」 

VAX の戦略 

単純であることが、VAX 戦略の核心でした。 VAX 戦略は、ユ

ーザのアプリケーションを再プログラムすることなく、 ユ

ーザが円滑に利用でき、情報を保存し、どんな製品上でも実

行できる、 一組のホモジニアスな分散コンピューティング

システムの提供でした。 マシンは、デスクトップからエン

タープライズ規模のシステムにわたりました。 その目標は、

同一のオペレーティングシステムを実行する、 単一の VAX

分散コンピューティングアーキテクチャの確立でした。 関

連した目標に、将来 1000 対 1 の価格範囲の製品を提供する

ということもありました。 

 

競合企業は、上位移行用に大規模なマシンを提供しました。 

これらのマシンは下位マシンと同じコードを実行できなか

ったため、 下位マシンのコードを実行するためには再コン

パイルする必要がありました。 DEC の単一アーキテクチャ戦

略は、顧客にはコストの節約と同義となり、 顧客のコンピ

ューティング環境を単純化しました。 

 

さらに、単一アーキテクチャによりネットワークと分散処理

の構築が可能になりました。 

VAX ハードウェアのインプリメンテーション 

計画が承認された後、VAX と VMS のプロジェクトは 

アーキテクチャの基本設計の作成に数ヶ月を要しま

した。 さらに、詳細設計には 9ヶ月を要しました。 

この計画は、2つの異なるハードウェアエンジニアリ

ングチームによって実行されました。 1 チームは既

存の技術を使用して、最終的には VAX-11/780 となっ

たマシンを設計しました。 また、他のチームは DEC

の新しい半導体グループを通して、 後に VAX-11/750

となった新しい VAX チップテクノロジーを開発しま

した。 

Roger Gourd 
(ソフトウェアエンジニアリングマネージャ)の話 

「多くの人が、我々が恵まれたこのような機会を得たことが

ないと思います。 我々は、素晴らしい人達を得て、偉大なチ

ームに成長しました。 勿論、チームには多くの意見の相違が

ありましたが、 それらを整理して期待されたものを作り上げ

ました。」 

メモリと CPU の設計 

メモリ設計の計画には、メモリ規模をどうするか、何ビット必要かという問題がありました。 コストの

観点から最高性能の達成と使用ビット数の最適化の間で、 バランスを考慮した決定がなされました。

VAX-11/780のメモリ設計は、 エラー検出訂正コード(ECC)がシステムに組み込まれた最初のものでした。 

半導体の DRAM は、ソフト障害に影響を受けやすいものでした。 システムをメモリのロスや情報の変化か

ら守るために、 追加ビットのコードを用いて情報をメモリに格納することが必要でした。 たとえ 1ビッ

トが変化しても、メモリシステムは変化したビットが判断でき、 問題を訂正してコードを再構築するこ

とができました。 

 

仮想メモリにより、メモリ空間はもはやシステムの内部メモリに制限されることがなくなりました。 そ

の代わりに、プログラム全体はディスク上に置かれ、オペレーティングシステムが 必要に応じてプログ

ラムの一部を内部メモリに取り込んだり掃き出したりしました。 最初の VAX システムは内部メモリが非

常に小さかったので、これは重要でした。 内部メモリに比較して、ディスクの記憶領域は安価です。 さ

らに、仮想メモリの導入により、大き過ぎてメモリサイズに完全には 適合しないプログラムも実行する

ことができました。 これは、仮想アドレス機能のないシステムでは不可能でした。 
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ハードウェア設計のインプリメンテーション上の主な留意事項は、 VAX-11/780 と VAX 設計の将来に渡る

すべてのインプリメンテーションで正確性を保てるように、 ハードウェアを正確に開発することでした。 

 

ハードウェア開発チームがその開発努力を継続していた間に、 そのソフトウェアが同じように集中的に

開発されていました。 

 

 
VAX-11/780－ 

16ビットから 32ビットコンピューティングへ 

VAX...あまりに気に入ってベストのものを盗む 

冷戦中、VAX は鉄のカーテンの向こう側には販売できません

でした。 技術者は素晴らしい技術であることを認識してい

たので、VAX システムのクローンを、 ハンガリー、ロシア

中国で作りました。VAX システムのクローンが作成されてい

ることを知った後、 DEC は CVAX チップ上に次の言葉を刻み

ました。 

「VAX...あまりに気に入ってベストのものを盗む。」 

Bill Strecker (チーフテクニカルオフィサー、VP、CST

「1980年代の初期、我々は非常に複雑なコンピュータを設計し

スが複雑なコンピュータに追いつくことができません。 そして

新の VAXを使用しなければならないことを発見しました。 VAX

VAXを開発するツールとなりました。」 
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VAX ＆ VMS ものがたり  第４章 VMSソフトウェアの開発 

第 4章 VMS ソフトウェアの開発 

VAX ハードウェアの開発に遅れること数ヶ月、1975 年 6 月にコード名が 「Starlet」というソフトウェア

の開発が開始されました。Roger Gourd がプロジェクトを主導し、 ソフトウェア技術者の Dave Cutler、

Dick Hustvedt、Peter Lipman が技術面のプロジェクトリーダでした。 そして、この 3人はオペレーテ

ィングシステムの別々の部分を担当しました。 

VMS のプロジェクト計画 

Starlet プロジェクト計画は、Star ファミリープロセッサ用に 全く新しいオペレーティングシステムを

開発することでした。 この計画は、多数の異なる環境をサポートできる拡張可能な 高性能のマルチプロ

セシングシステムを要求していました。 ちょうど PDP-11 とカルチャー的に互換性のあるハードウェアが

設計されたように、 Starlet は既存のオペレーティングシステムである RSX-11M との互換性を保つこと

によって、 ハードウェアの互換性を増強するように設計されました。 

 

短期的な目標は、VAX システムの最初の顧客への出荷用に、オペレーティングシステムの核部分を 開発

することでした。これは競争力のある十分な機能を持っていましたが、 長期にわたる多様な DEC 市場に

合わせて、拡張版やサブセットを作成するための基礎となる必要もありました。 

 

プロジェクトの長期の目標は、品質、性能、信頼性、適用性、サービス性、 サポート費用の減少、およ

び少ない開発費と保守費用でした。 主な目標は、リアルタイム処理やトランザクション処理などの高性

能アプリケーションを サポートすることでした。 

  

VMS V1 開発チーム 

資料化 

当初から、ソフトウェアチームは、プロジェクトの重要な部分を資料化することを考えていました。 最

初のテクニカルライター、Sue Gault はソフトウェアチームとの設計会議に参加して、 Starlet の設計書

の資料化を支援しました。この設計書には、 オペレーティングシステムの詳細な技術面の説明が書かれ
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ていました。 このプロジェクトは「ハードウェアとソフトウェアを一体にしたひとつのシステムを開発

する」 として定義されていたので、現在までの DEC のどんなプロジェクトよりもスコープが複雑でした。 

 

規律ある創造性 

当初から、DEC は創造性の重要

性を理解して、 個人の創造性が

規律ある環境でも成長する事が

できるような環境を求めていま

した。 その戦略は、有能な人を

採用し、彼等に計画作製の権限

を与え、 かれらの計画をレビュ

ーし承認する事により、プロジ

ェクトのオーナーとすることで

した。 会社は、社員がマイルス

トーンと予算を守らなければな

らないときが、 最も生産的であ

ると信じていました。ここに規

律が必要になります。 製品ライ

ンのグループはそれぞれ、時間

と予算の制約の中でその計画を

達成する責任がありました。

資料作成作業を通じて、エンジニア達はドキュメントのライターからフ

ィードバックを得て、 潜在的な問題をトラブルシュートすることがで

きました。アイデアは明確に表現され、 仕様書に正確に記述される必

要がありました。この方法は、仮定や意見の相違を解決するのに有効で

した。 資料化は、社内の他の人々に VMS プロジェクトの情報を知らせ

るためにも有効でした。 そして、新しいプロジェクトに対する社内の

圧倒的な支援と熱意の確保に大きく貢献しました。  

連携作業 

ソフトウェアとハードウェアの間の緊密な統合を確かなものにするた

め、 複数のソフトウェアのプログラマが VAX デザイン委員会に出席し

て、 ソフトウェアの観点からデザインに貢献しました。 

 

ソフトウェアとハードウェアのエンジニア間の緊密な協力により、 潜

在的な問題の解決にも役立ち、最終的に緊密に統合されたソフトウェア

と ハードウェアのシステムが開発されました。これは、「デザインイ

ン」と 「アドオン」ほどの相違を意味しました。 ソフトウェア開発作

業の結果として、多くのハードウェアの要素が変更されました。 

 

VAX と VMS の開発チームは、実際のマシンと同時にソフトウェア開発を

行うために、 早期のハードウェアのインプリメンテーションが、必須

であることを認識していました。 

 

このため、ハードウェアエンジニアのチームは「ハードウェアシミュレータ」 と呼ばれたシステムを作

りました。これは、PDP-11/70 の部品、カスタムロジックのボード、 多くのファームウェアから構成さ

れ、VAX プラットフォームの早期のインプリメンテーションとなりました。 VMS のチームは、そのシミュ

レータ上でオペレーティングシステムのソフトウェアすべてを 設計しテストしました。シミュレータは、

実際のシステムよりも 10 倍から 20 倍時間がかかりましたが、 開発チームがソフトウェアを設計しなが

ら、そのシステム上で作業することが可能になりました。 

Bill Heffner (VP、ソフトウェア エンジニアリング)の話 

「ソフトウェア開発は、非常に創造的で個人的です。 我々は、エンジニアに独立して働く自由、共同して働く自由、 や

りたいことをする自由を与えることを望みました。」 
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カート上のブレッドボード 

VAX-11/780 のエンジニアリングチームは、最初にブレッドボードというマシンを作成して、 大きな金属

製のカートに載せました。すべての回路ボードがワイヤラップにより作成されました。 一方、電源はカ

ートの下部の棚に乱雑に置かれていました。 

 

仕事ばかり？ 

何年間も、VMS のエンジニアは共に笑い、

共に働きました。 このため、多くの実践

的なジョークがありました。 それらのジ

ョークには次のようなガイドラインがあ

りました。 「人が作業を行うのを邪魔し

てはいけない。システムに害を与えたり、

または一日の作業成果を失うようなこと

をするのは許されない。しかし、それ以外

は許される。」 

Dave Culter が、最初の VMS のエイプリル

フールのジョークを始めました。 1 年後、

Andy Goldstein がすべて逆に印刷するよ

うに、 ラインプリンタのドライバを交換

しました。別の年の 4月 1日に、 システ

ムメッセージのファイル全体が、「ファイ

ルが見つかりません。どこに置きました

か?」 などのジョークのメッセージと交換

されました。 

VMS エンジニアの Trevor Porter が休暇で

故郷のオーストラリアに帰りました。 そ

して、彼が戻る前に、仲間のエンジニアの

Andy Goldstein が彼のオフィスのドアー

があったところを パネルで留めてしまっ

ていました。Trevor は自分のオフィスに行

って、その状態を見ました。 そして Andy

の方に向いて「OK!スパナはどこ?」と言い

ました。 

ソフトウェア開発チームは、そのブレッドボード上で短期間タイムシェ

アの VMS システムを走らせていました。 というのは、VMS がマルチユ

ーザをサポートするように進化した頃に、それが使用可能になったから

です。 しかし、ブレッドボードは完全には信頼性がありませんでした。 

この理由は、動作速度がワイヤラップで可能な限界に達していたからで 

そのブレッドボードは、最初の VAX-11/780 のエッチングされたプロト

タイプで置き換えられました。 このプロトタイプは実際の部品、すな

わち、実際のフレーム、電源、 エッチ回路ボードなどで作成さされた

最初のマシンでした。 欠けていた唯一のものは、外部キャビネットで

した。 このプロトタイプは、VMS と VAX-11/780 が出荷されたずっと後

まで、 量産機と交換される事はありませんでした。このプロトタイプ

は、 スタンドアロンのテストに何年間も使用され続けました。 

VAX-11/780 後に開発されたシステムは、ブレッドボードのステージを

経由しませんでした。 というより、徹底的なシミュレーションの後、

実際のエッチングされた回路ボードに直接移行しました。 

 

ソフトウェア開発者は自分達の作業にプロトタイプを使用しました。 

これは、自分達が作成したものを使用するという閉じたループ環境を提

供しました。 設計作業にそのソフトウェアシステムを使用するという

この戦略により、 先に進むに従って潜在的な問題を見つけるのが容易

になりました。 

VMSエンジニアの 
Dick Hustvedt と Ben Schreiber. 

Kathy Morse (VMS エンジニア)の話 

「VMSグループの哲学の 1つは、我々は自分達が作るソフトウェアを使って暮らす

というものでした。 なぜなら、ソフトウェアが自分達に良いものでなければ、自

分達の顧客にも良いものではないからです。」 
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誰がレッドフラグを持っている？ 

ソフトウェアのビルド環境プロセスは、ソフトウェアのソースコードを 実行可能なシステムに変換する

ものですが、一度に 1人しかビルドできませんでした。 2 人が同時にビルドしようとすると、お互いに

上書きしてしまい使用可能なものは何も生成できませんでした。 エンジニアは熱心に働きますが、別の

エンジニアが今ビルドの最中かどうかを知る手段がありませんでした。 早い時期から、隣り合ったオフ

ィスの 2人のエンジニアが同時にビルドしようとして、 互いの作業内容を破壊してしまうのを避けるこ

とができませんでした。 

 

創造的なチームは、創造的なソリューションを思いつきました。 誰が

ビルドを行っているかを知る方法として、磁石付きの赤旗がシミュレー

タを 使用している人の部屋に置かれました。 

 

それは通常、「mutex」と呼ばれ、一般的に使用されるソフトウェアの

同期化のメカニズムを意味しました。 エンジニアがビルドしたいとき

は赤旗を探して、その所有者に「使える?」と尋ねます。 そして、旗の

所有者がビルド中でない限り、それを使用できました。 

 

 

必要になると作られたツール 

必要性から、チームはプロジェクトの進捗につれ、自分達のツールを数

多く作りました。 性能評価のために、VMS エンジニア達は性能モニタ

ーを作り、 システム性能の測定にそのツールを使用しました。モニタ

ーの一部は、 タイムシェアリングの負荷として働く、別の PDP-11 コン

ピュータシステムで動作しました。 これを用いて、エンジニアはタイ

ムシェアリングでの性能を見るために、 種々の複数ユーザの作業負荷

により VMS を測定しました。 

作成したものを使用 

ハードウェアとソフトウェアのエンジニアの間には、多くのやり取りが

ありました。 ライター達も申し分のない閉じたループプロセスを提供

Andy Goldstein 
(最初の開発チームの VMS エンジニア)
の話 

Roger Gourd が Mythical Man-Month(Fred 

Brooks 著)という本を回覧し、 チームのメ

ンバーのほとんどがその本を読みました。

我々のほとんどが、 すでに何らかのオペレ

ーティングシステムを経験していました。 

このため、Brooks の「第二システム効果」

に関する議論には同感しました。 

「第二システム効果」は、最初のシステムに

おけるすべてのミスや欠点を、 各エンジニ

アが修正しようとすることに起因するもの

です。 放って置くと、「第二システム効果」

はソフトウェアの品質とスケジュールに 影

響を及ぼす手に負えない複雑さの原因とな

ることがあります。 「忍び寄るエレガンス」

という新しい用語がプログラマの辞書に入

れられました。 すなわち設計が連続的に改

良され、どんどん完全になって行き、 最後

にはそのサイズと複雑さのために破壊とい

う結果をもたらすプロセスを表す用語です。

これによりソフトウェアチーム全体が、機能

する高品質な製品を作成する事と、 スケジ

ュールを守ることのバランスを配慮するよ

うになりました。 

 

 

する、ソフトウェアを使用しました。 この背景にあったのが、プロジ

ェクトが進むにつれて、ソフトウェアを用いてテストし、 デバッグす

るというソフトウェアの哲学でした。 

互換性の確保 

VMS の開発システムは、ある大きな部屋に設置されましたが、 そのほ

とんどは大規模な一台のデュアルプロセッサの DECsystem-10 によって

占められ、 一台の PDP-11/70 はその部屋の片隅に置かれました。 最初

のバージョンの VMS では、大部分が Macro で書かれ、残りは Bliss で書かれました。 Macro の開発は、

クロスコンパイラを用いて PDP-11 で徹底的に行われました。 アセンブラのオブジェクトモジュールは、

その後 PDP-11 で実行形式にリンクされディスクに出力されました。 そして、VMS エンジニアがそのディ

スクを隣部屋の VAX システムに運びました。 

 

Bliss で書かれた VMS モジュールのコンパイルには DEC-10 が使用されました。 この理由は、当時 Bliss

コンパイラは DEC-10 上でしか動作しなかったからです。 Bliss コードをリンクするためには、テープを

使用して PDP-11 に持って行かなければなりませんでした。 
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VMSドキュメントセット 

プログラム作成のプロセスは、当初非常な時間と努力を必要としました。 しかし、新しい仮想メモリの

オペレーティングシステムは、 最新の基準に比しても比較的短期間に開発されました。 

 

VMS システムのカーネルと関連する重要な機能は、新規の VAX インストラクションセットを用いて、 ネ

ーティブモードで書かれました。しかし、多くのユーティリティの機能は 単に RSX-11 オペレーティング

システムから移植されて、PDP-11 エミュレーションモードである 互換モードで動作しました。これによ

り、これら機能の VMS への移植が早まっただけではなく、 VAX プラットフォームと VMS オペレーティン

グシステムの互換機能のライブテストが効率的になりました。 

 

仮想メモリシステムのソフトウェアは、ミニコンピュータにこれまで無かった多くの機能を提供しました。 

VAX と VMS もネットワークと PDP-11 との互換性をサポートしたため、顧客は PDP-11 のプログラムを実行

して、 自分達のアプリケーションを VAX と VMS に迅速かつ容易に移行することができました。  

放棄された自動車 
(Kathy Morse、VMS エンジニア) 

「VMS の開発中、関係者は非常に多く

の残業をしました。 ある時期に、カ

リフォルニアからのエンジニア、

Ralph Weber を採用しました。 最初

の 1週間、彼はレンタカーを借りホ

テル暮らしをしていました。 会社に

朝早く到着したので、毎朝正確に同

じ場所に駐車し遅くまで残業してい

ました。 一週間後、ガードマンはそ

の自動車が放棄されたものと思い、 

レンタカー会社に電話をして引き取

らせてしまいました。その夜、Ralph

が退社して駐車場に行くと、 自分の

自動車がありません。そこで、彼は

ガードマンの所に行き、「レンタカ

ーが盗まれた」と叫びました。 ガー

ドマンは警察に電話をしようとしま

したが、そのとき幸運にも、 別のガ

ードマンが来て、『その車は、そこ

に一週間置かれていたので放棄され

たものと思い引き取らせた。』 と言

いました。」 

VMS の戦略 

VMS ソフトウェアの戦略は、小型から大型までの製品範囲をカバーす

る 単一オペレーティングシステムの開発でした。VMS は、並行バッ

チ処理、トランザクション処理、 タイムシェアリング、限定的なリ

アルタイム処理を可能とする完全なメインフレーム機能を提供しま

した。 

 

VMS の背後にあったこの単一オペレーティングシステム戦略は、 以

下のようなPDP-11の複数オペレーティングシステムの反動でもあり

ました。  

 
z リアルタイムとラボ用の RT-11  
z 教育と小規模商用タイムシェアリング用の RSTS-11  
z 工業と製造制御用の RSX-11  
z 医療システム用の MUMPS-11  
z DOS-11、ほとんど上記の OS により取って代わられた元の PDP-11 オペレ
ーティング システム  

 

PDP-11 オペレーティングシステムの各々は、特定の市場分野向けで

したが、 市場を越えて多数販売されました。同時に、非互換インタ

ーフェイスの複数オペレーティングシステムにより、 アプリケーシ

ョンのシステムベースが薄まってしまいました。 どんなアプリケー

ションも、多数のシステムで動作するには、 複数のバージョンに移

植される必要がありました。 

 

このため、VMS の戦略は、PDP-11 のターゲット市場のほとんどを対

象とできるように、 柔軟性に富み、強力で効率的な単一オペレーテ

ィングシステムを開発することでした。 
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 VAX と VMS のビジネ

VAX システムと VMS オペレーテ

は複数のプロダクトライン環境

DEC を今後 10 年間に渡って導く

を採用しました。 会社は PDP-

したが、主な方向は VAX の開発

 

VAX と VMS 戦略は、以下の一貫し

ました:  

「1 つのプラットフォーム、1

つのネットワーク」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Patti Anklam (テクニカル ドキ

「テクニカル ライターとして、テク

ムの使用法を学ぼうとする人の立場に

メンテーショングループは、 1977年の

ページになっていました。それは大き

 

 

ケープコッドでの 
VMSバージョン 3のリリースパーティ 
1978 年のブリザードの中でのデバッグ 
(Andy Goldstein VMS エンジニア) 

暴風雪の最初の夜、Andy Goldstein は新しい

VMS のファイル構造に関して夜遅くまで働い

ていました。 彼は帰宅できなくとも平気でし

た。Hank Levy がミルから道路をはさんだ所

に住んでいましたので、 帰宅できない VMS グ

ループの人々は彼の家に行き、ソファーで寝

ました。 

「私はディレクトリのエラーを見つけて、『何

てことだ、ファイルシステムにバグがあった』

と叫びました。このデータを収集しようとし

ましたが、雪が深く積もってきて停電となり

ました。 州全体が次の 2週間クローズされま

したが、私はミルに車で行き、何とか中に入

りました。 マシンの電源を入れ、問題のディ

レクトリのダンプを取り、家に持ち帰りまし

た。 それから、近くに住んでいた Richie Lary

に電話をして、 『Richie､マイクロコードに

バグがあると思う』と言いました。 すると彼

は『マイクロコードのリストが家にあるから、

家に来ないか』と言いましたので、 雪道を歩

いて彼の家に行きました。Richie はベッドの

下から 6インチのバインダを取り出し、 二人

で調べました。そして、バグを見つけて修正

しました。」 

スに賭ける 

ィング システムの開発以前は、 DEC

で経営されていましたが、 1978 年に、

ための「VAX 戦略」というビジョン

11 と DECsystem-10 の開発を継続しま

でした。 

た DEC からのメッセージを導き出し

つのオペレーティング システム、1

ュメンテーション ライター)の話 

ニカルライターは顧客の代言者であるというのが私の信念でした。 このため、システ

、自分を常に置きました。 そして、少しずつマニュアルを書きました。VMSドキュ

5人から、1987年には 45人に成長し、マニュアルセットは 9,000ページから 20,000

な成果でした。」 
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第 5章 期待以上の市場での評価 

最初の VAX と VMS システムの出荷 

新しい対話型アーキテクチャの計画に、設計チームが取り掛かってから約 18 月後、 最初のマシンが製造

現場を出て顧客サイトに出荷されました。 

 

最初の VAX-11/780 はカーネギー メロン大学にインストールされ、50以上の顧客に出荷されました。 1978

年には、VAX-11/780 はスイスの CERN、ドイツのマックスプランク研究所に設置され世界的に受け入れら

れました。 

産業界への主な貢献 

1977 年 10 月に、新しいアーキテクチャのハードウェアと新しいアーキテクチャのオペレーティングシス

テムを 発表することによって、DEC は産業界に大きな貢献をしました。 VAX アーキテクチャがコンピュ

ーティングにもたらした主な進歩の 1つは、 アーキテクチャレベルでコンピュータ間相互通信の計画が

あったことでした。 DEC は既存の同種アーキテクチャ間で通信するコンピュータの機能を開発しただけ

ではなく、 個人のワークステーションのレベルから高性能のシステムまでのすべての範囲の コンピュー

タに対する計画を持っていました。そして、これらはすべて同種のアーキテクチャを持っていました。 

  

 
レーガン大統領が、社長/CEOの Ken Olsenと共に 

DECの VAX製造工場を訪問 
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変化に対する抵抗に勝利 

VAX と VMS システムが 1978 年に使用可能になったとき、顧客は 32 ビットアーキテクチャの必要性を 理

解し始めていたところでした。VAX と VMS システムの発表後に出されたアナリストのレポートが、 32 ビ

ットアーキテクチャの重要性を議論していました。 

 

進歩的な顧客は、特に科学アプリケーションにおける 32 ビットアーキテクチャの優位性を理解しました

が、 多くのユーザはまだ現在の 16 ビットアーキテクチャに満足し、 大規模なアドレス空間が必要とは

考えませんでした。 変化への抵抗は常に、新しいアイデアを出す際に障害となりますが、 VAX プラット

フォームは顧客には確かに変化を意味していました。 

PDP から VAX への移行 

VAX と VMS が顧客の環境で効率的に動作するのを顧客が目にしたとき、 その新しいシステムを受け入れ

る動きが非常に積極的になりました。 多くの組織が突然「我々は、VAX と VMS の会社だ」と宣言しまし

た。 そして、彼等はすべての努力をその方向に向けました。 

 

VAX システムは、PDP ファミリーの開発における DEC のエンジニアリングの経験に基づいていました。 例

えば、UNIBUS のような既存の PDP-11 技術でも、可能なものは何でも VAXアーキテクチャは利用しました。 

こうして、既存の PDP-11 の I/O 技術と製品が VAX システムで使用されました。 

新しい VAX システムは、組み込みの「互換モード」の故に、PDP のインストールベースの顧客にアピール

しました。 この互換モードにより、新しい 32 ビットのアーキテクチャへの移行が容易になり、 かつ顧

客のそれまでの PDP への投資を保護しました。 

重要な成功要因 

1.低価格の 32 ビット 
ウッズ ミーティング 

1983 年に、DEC は社外での一日のミー

ティングを開催し始めました。 当初

これらのミーティングは、メーン州の

森深い Ken Olsen の山荘で開催されま

した。 その後直ぐに、これらの社外

でのミーティングが、開催場所に関わ

らず、 ウッズミーティングとして社

内に知られるようになりました。 

VAX-11/780は市場における最初の32ビットシステムではありませんで

したが、 合理的な価格で大規模な問題を処理することのできた最初の

コンピュータでした。  

 

2. 科学分野用の FORTRAN 

科学とテクニカル コンピューティング分野における市場で、VAX と VMS

アーキテクチャが早期に成功したことにより、 主導的な役割が得られ、

VAX FORTAN に対する DEC の投資が可能となりました。 

 

VAX FORTARN の次の 2つの面が、VAX の早期の成功に貢献しました。 第一に、コンパイラは高い品質の高

速なコードを生成しました。 これは FORTRAN の完全なインプリメンテーションであったので、 競合会社

のマシン用に書かれたFORTRANプログラムをVAXシステムに持ち込んで容易に実行させることができまし

た。 第二に、インタラクティブなソースレベルのデバッグ機能により、 プログラマーはマシン言語では

なく、FORTRAN のプログラムと対話することができました。 

 

VAX システムは、数値と科学計算での最初のコンピュータとなり、CAD、航空、 原子力発電や火力発電の

要員教育、電力業界の電力監視や制御システム、 および地震データリダクションといったパワーを必要

とするアプリケーションをサポートしました。  

 

3. スケーラビリティ 

VAX アーキテクチャは設計上スケーラブルでしたが、これは小さいマシン上で作成されたコードが 無修

正でより大きなマシンで動作することを意味しました。 これにより、ソフトウェアの開発が安価にでき

るようになりました。 その理由は、大きなハードウェアの投資をする前に、そのコンセプトを小さなマ
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シンでテストできるからでした。 アプリケーションは、特定のマシンに

限定されませんでした。アプリケーションを一度作成すると、 変更なし

でどんな規模の VAX システム上でも動作させることができました。このス

ケーラビリティにより、 顧客はこれまでのソフトウェアへの投資を心配

することなく、 必要なときに VAX システムを大きくすることができまし

た。 また、ソフトウェアの保守とサポート費用も低減されました。  

 

4. コネクティビティ 

重要な別の成功要因は、コンピュータとネットワークの相互通信という、 

接続性の戦略でした。DEC は DECnet を 1975 年に開発しましたが、 この

ネットワークソフトウェアのサポートは VAX 戦略の重要な部分でした。 

複数のコンピュータを接続する機能は、ミニコンピュータにメインフレー

ムのパワーを与えました。 分散ネットワークはまだ新しいコンセプトで、

DEC はその主導的な立場にいました。 

 

VAX と VMS のアーキテクチャは、当時の他のシステムよりもより効率的な

ネットワーキングを可能にしました。 このネットワーキングにより、DEC

は VAX プラットフォームのアプリケーションのベースを拡張でき、 科学

分野を超えて商用分野にまで、その市場規模を広げることができました。  

 

5. ソフトウェアの機能 

VAXと VMSは、 
スペースシャトル開発で一役を担った VMS V2.0 のソフトウェア機能の広がりに伴い、DEC はビジネス市場に進出

しました。 
 

これらの要素と VMS の多数のソフトウェアライブラリや対話性により、 VMS は業界における最良のソフ

トウェア開発環境になりました。 さらに、初期 VMS バージョンの堅牢性と信頼性により、顧客のプログ

ラミングスタッフは、 オペレーティングシステムの問題に惑わされることなく、 自分達のプログラムの

作成に時間を割くことことができました。 

 

つまり、拡張されたアドレス空間、オペレーティングシステムの洗練性、 備わったネットワーク機能、

購入し易い価格などが、この新しいテクノロジーの成功の主な要因でした。  
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第 6章 コマーシャル市場への進出 

1979 年までに、会社の売り上げは初めて 20 億ドルを記録しました。 DEC はミニコンピュータ市場の第一

人者で、システム、周辺機器、ソフトウェアを世界 35 カ国に販売していました。 

 

 
Ken Olsenが新製品を顧客に発表 

この成功の要因は、小さな使い易いコンピュータを様々

な分野の顧客に販売するという、 Ken Olsen の本来の

戦略でした。研究所の科学者、会計担当者、銀行、メー

カなどが、 これらのシステムを使用することができま

した。 

 

1980 年までに、DEC は IBM につぐ第二位のコンピュータ

企業に成長しました。 このとき、コマーシャル市場対

応の VMS バージョン 2.0 が発表されました。 FORTARN

の科学用分野におけるリーダシップと同様のリーダシ

ップを、 この第二世代の VMS によりコマーシャル市場

で獲得することができました。 1980 年春のリリースま

でに、バージョン 2のユーザは 1,400 サイトでした。 

 

この発表で、DEC はコマーシャル市場への進出をコミッ

トし、VAX システムを 新規のコマーシャルアプリケー

ション用の主要製品として位置づけました。 また、開

発中のものとして、ネットワーキングと分散処理のコン

セプトも強調しました。 

ファミリの拡張 

VAX ファミリの初期の展開は、小型化と価格低下の方向でした。 これは、「25 万ドルとそれ以下」とい

う VAX アーキテクチャが最初に計画された際の意図的な戦略でした。 DEC-10 と DEC-20 システムにはま

だ競争力がありましたが、VAX システムが DEC-10/20 のビジネスを侵食することなく、 ハイエンドの

PDP-11 システムを置き換えるというのがその意図でした。 

 

ソフトウェア機能の拡充 

VMS コマーシャル市場対応機能の中心は、以下

の 6つの新製品により代表されました。  

z COBOL は戦略製品でした  
z BASIC は対話型で高速でした  
z 複数キーの ISAM は、効率的なデータ管理
機能を提供し、すべての言語から使用で

きました  

z 統合DECnetは複数システム間の通信を可
能にしました  

z DATATRIEV V2 は、オンライン照会と検索
機能を提供しました  

z フォーム管理システム(FMS)は、データ入
力とトランザクション指向のアプリケー

ションを可能にしました  

これにより、機能範囲とパワーが広がり、コマ

ーシャル分野の顧客は、 データをより簡単に

かつ効率的に分散することができました。 

 

こうして、VAX-11/780 の最初の後継機は、より小規模で安価な

マシンでした。 780 の最初の後継機は、VAX-11/750 でした。

VAX-11/750 は、ゲートアレイとして知られる セミカスタム LSI

ロジックから構成されていました。各ゲートアレイ チップは、 

約 400 のスタンダード ロジックファンクションから構成され

ていました。 各チップは 750 CPU 専用で、基本的なファンクシ

ョンを相互接続することによって、 必要な機能を提供しました。 

 

VAX-11/730 は VAX ファミリの第 3番目のメンバーで、1982 年に

発表されました。 VAX-11/730 は市販のビットスライスのマイ

クロプロセッサとプログラムアレイ技術で作られていました。 
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もっとパワーを! 

 

一方、顧客の一部はより高性能の VAX システムを求め始めていました。 この要求を満たすために、DEC

は VAX-11/782 を開発しました。このシステムは、 共有メモリを用いた 2台の標準 VAX-11/780 で構成さ

れていました。 VAX-11/782 のサポートにより、VMS はマルチプロセッシングへの第一歩を踏み出しまし

た。 これは、後の VAX6000 シリーズでサポートされる対称マルチプロセッシングの前兆でした。 

このシステムの後に、VAX-11/785 が続きました。VAX-11/785 は、 VAX-11/780 と同じデザインですがア

ップグレードした部品を使用していました。 このマシンにより、CPU は 50%速いクロック速度で動作しま

した。 VAX-11/782 と VAX-11/785 は、780 と 8600 間の大きなギャップを埋めるために設計されました。 

VAX ファミリのこれらの新しいマシンが、進化中のネットワーキング機能と相俟って、 DEC の顧客に有用

な種々の構成を提供しました。 
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第 7章 ネットワーキング 

DEC は、顧客が種々のシステムを結び、その機能を統合する手段を必要としていることを開発当初から認

識していました。 このニーズを解決するため、早くも 1972 年には、このネットワーク分野で研究を開始

しました。 そしてこのとき、大規模なメインフレームと同等のパワーを得るため、 多数のミニコンピュ

ータを接続したマルチプロセッサを開発しました。 

 

1975 年までに、DEC はネットワーキングの設計と開発を行うグループを組織しました。 このグループの

目標は、すべてのコンピュータファミリの絶対的な互換性と相互接続性を達成することでした。 初期の

成果は、レイヤ化したプロトコルを実現した、DIGITAL ネットワークアーキテクチャでした。 この方法

はシステムを接続するための最新のテクノロジーとされ、DEC は業界の第一人者となりました。 
DECnet 

1974 年に、DEC は分散処理用の業界

初の製品であるDECnetを発表しまし

た。 ゴールの 1つは、ネットワーク

を使用し易くして、多数の顧客がネ

ットワークを より大規模に利用で

きるようにすることでした。 

 

VAX と VMS V1.0 DECnet は、VMS オペ

レーティングシステムの最初の顧客

出荷に間に合い、 VAX-11/780 の成功

に非常に貢献しました。 

 

端末とホストとの接続に重点を置い

たそれまでのネットワーキングとは異なり、 DECnet は初めてピアツーピアのネットワーキングを提供し

ました。 これはクライアント/サーバのコンピューティングモデルへの重要なステップでした。 DEC は

最良で安価な分散コンピューティングソリューションを開発し、 この技術で業界のリーダになりました。 

 

DECnet は、DEC のシステムを柔軟性に富んだネットワークで接続して、 変化する要求に対応することが

できました。これで同じ組織レベルのコンピュータ間で直接通信ができ、 階層構造にしたり専用のホス

トコンピュータを導入する必要はありませんでした。 DEC のネットワークは、IBM の硬直的で階層構造の

製品とは異なり、 モジュラー方式で柔軟でした。かつ、他ベンダーのコンピュータも接続でき、 異なる

コンピュータシステム間で一定の互換性を提供しました。これには業界で匹敵するものがありませんでし

た。  

 

長期間にわたり、DECnet は 5 つのフェーズを通じて進化しましたが、 各フェーズは次フェーズと前フェ

ーズとも機能するように設計されていました。 また、DEC は主要なネットワーキングの標準作成に貢献

し、OSI や TCP/IP などの重要な標準を DECnet に統合しています。 
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DECnet の 5 つのフェーズ 

フェーズⅠ: ポイントツーポイント
(直接ワイヤ接続)とタスク間(顧客

アプリケーションを ネットワーク

プロトコルで相互に通信するよう

に作成) 

 

フェーズⅡ: リモート ファイル ア
クセスと一般的なタスクアクセス

を追加(すなわち、 アプリケーショ

ンがリモートシステム上のコマン

ド プロシージャを起動)。このバー

ジョンは、 VMS V1.0 によりサポー

トされ、VMS には最初からリモート 

ファイルアクセスが、 基本ファイ

ル システムに組み込まれました。 

 

フェーズⅢ: ルーチング機能の追
加。これは、DECnet を通じて通信す

るのに、 2 つのシステム間を直接ワ

イヤ接続する必要がもはやないこ

とを意味しました。 ネットワーク

トラフィックは複数の中間のルー

チング ノードにより、2つのシステ

ム間を転送されます。 SET HOST(リ

モートのシステムに対話的にログ

インする機能)と MAIL(企業の電子

メールの発端)も提供しました。 

 

フェーズⅣ: イーサネットサポー
トの追加。イーサネットは、ポイン

トツーポイントの配線を不要にし

て、 多数のシステムがローカルエ

リアネットワーク内の単一のワイ

ヤに接続できるようなりました。 

フェーズⅣはより大きなアドレス
とエリア(電話のエリアコードと類

似)の概念も提供しました。 これ

で、ネットワークを 65,000 ノード

まで拡大できました。 

 

フェーズⅤ: OSI 標準のネットワー
キングを DECnet に統合しました。 

OSI アドレッシングを使用すると、

無制限のアドレス空間／ノード数

をサポートし、 大きなローカルフ

ァイルを使用すると100,000ノード

をサポートしました。 

イーサネット 

イーサネット通信が DECnet フェーズⅣに統合されて、DECnet ユーザは自
分達のネットワークを イーサネットのローカルエリアに拡張することが

できました。 

 

イーサネットの時代は、まったく新らしいコンセプトをネットワーキング

にもたらしました。 ローカルエリアネットワークの推奨方式としてイー

サネットを制定することにより、 DEC は Xerox と Intel と共同でイーサ

ネットの標準仕様を設定しました。 3 社は協同してイーサネット標準を

設定し、ローカル エリアネットワークの一般化を主導しました。 イーサ

ネットは中速度で長距離のネットワークとなり、1キロメートルも離れた

コンポーネントを接続しました。 

CI、NI、BI インターコネクト 

DEC は、種々のインプリメンテーション レベルでコンピュータシステム

のコンポーネントを 相互に接続するための戦略を説明するために、CI、

NI、BI という新たな用語を造りました。 

 

NI － Network Interconnect。ネットワーク内のコンピュータ間を接続す

る最も高レベルの相互接続でした。 NI はすぐにイーサネットと同義にな

りました。イーサネットは、最高 1,000 個までの接続と 1.5 マイル規模

のローカルエリア ネットワークの構築が可能でした。 

 

CI － Cluster Interconnect。CI も個々のコンピュータシステムを接続

しました。 NI とは対照的に、これは半径 90 フィートの範囲に最高で 16

システムまでという小さい構成が可能でした。 CI は規模では十分ではあ

りませんでしたが、速度でこれを補い、NI の 10 倍以上の通信が可能でし

た。 DEC は CI に接続されたストレージ制御装置を開発しましたが、 こ

れはクラスタ VMS システムの基となりました(次のセクションを参照)。 

 

BI － Backplane Interconnect。 バックプレーンは、単一キャビネット

内のコンピュータシステムのコンポーネントの接続に使用されました。 

BI は、すべての PDP-11 と初期の VAX システムで使用された UNIBUS のさ

らに高速な代替品として開発されました。 VAX8200 と VAX8300 は、その

ネイティブな相互接続(例えば、I/O とメインメモリ)として、 BI を使用

しました。後の VAX(他の 8000 と 6000 シリーズ)では BI を使用して、I/O

コントローラを接続しました。  

 

SI － Storage Interconnect。ストレージ デバイス(ディスクやテープ)

とその制御装置間の標準的な接続。 

 

XI－すべての相互接続。NI と CI を置き換える将来の相互接続インターフ

ェイスであり、 上記のいずれよりも高速で大規模でした。XI のようなも

のは最終的に FDDI で実現されましたが、 CI も NI も置き換えることはあ

りませんでした。 

ネットワーキングの次の必然的なステップは、コンピュータクラスタでし

たが、 この概念は DEC が最初でした。現在、DEC はクラスタリングにお

いて業界のリーダとしての地位を維持しています。
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第 8章 第二世代の VAX 

VAX8600 

1984 年 10 月、DEC は VAX8600 を発表しました。このシステムは、VAX の第二世代の始まりを意味し、 VAX

戦略において画期的な事でした。VAX8600 は、VAX-11/780 の最高 4.2 倍の性能を提供し、 VAX-11/780 と

VAX-11/785 SBI(Synchronous Backplane Interconnect)との I/O サブシステムの互換性を維持しながら 

I/O 機能を拡張しました。 

 

このマシンは ECL(Emitted Coupled Logic)での最初の VAX であり、 かつマクロパイプライニングを備え

た最初のものでした。 VAX8600 は新しい多くのコンセプトの集合であり、以前に開発されたシステムに

さらに磨きをかけました。 このシステムには、VAX8600 とそれ以前のすべてのモデルで動作する VMS ソ

フトウェア製品の広範なポートフォリオが パッケージ化されていました。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一つのプラットフォーム、一つのオペレーティング システム、一つのネットワーク 

｢DEC はネットワーキングに 8つの異なるアプローチを検討していましたが、 1983 年にネットワーキングのアプロ

ーチを具体化して、その戦略を DECworld’83 で発表しました。 その戦略は、一つのプラットフォーム(VAX)、一つ
のオペレーティング システム(VMS)、 一つのネットワーキング製品(イーサネット)でした。｣ 
 

 

VAX8600開発チーム 
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新しいハイエンド:VAX8800 

1986 年 1 月、DEC は最高機種の VAX8800 と中型の VAX8300 と VAX8200 を発表しました。 これらの VAX シ

ステムは、デュアルプロセッサをサポートする最初の VAX システムでした。 各マシンには新規の高性能

の I/O バス、VAXBI を搭載していました。高性能の VAX8800 は、 VAX8600 の 2 倍から 3倍速いアプリケー

ションスループットを達成しました。 

 

一年後、現在まで DEC の最高速のシステムである VAX8978 と

8974 を発表しました。 これらのマシンは、VAX-11/780 の最高

50 倍の速度でした。 二つのマシンには、当社製の新しい 2.5

ギガバイトの SA582 ストレージアレイを搭載していました。 

HSC70 I/O プロセッサと VAXBI バスにより、SA482 はメインフレ

ーム並みの I/O サブシステム性能と 大容量のストレージを提

供しました。 

VAX、VMS の 10 年目の誕生日 

VAX プラットフォームと VMS オペレーティン

グシステムの誕生 10 周年が、 1987 年に

DECUS の VAX-at-10 というディナースピーチ

で祝福されました。 その席上、DEC は VAX

アーキテクチャの目標とVMSの開発の概要を

紹介しました。 

VAX アーキテクチャは、1000 対 1 の価格範囲

で提供するという、 当初の目標をすでに達

成したと発表しました。 その目標は 1987 年

2 月、4,600 ドルの VAXstation 2000 の発表

で達成しました。 

というのは、当時最も高価な VAX8978 は

5,240,000 ドルでした。 さらに、VAX と VMS

は 1977 年には FORTRAN 専用でしたが、 1987

年には一つのシステムで101種のレイヤード

製品が使用できるまでに成長した過程も説

明されました。 

 

Bill Strecker 
(チーフ テクニカル オフィサー、VP、CST)の話 

「1970年代の末から 1980年代の末までに、DECはニッチなミニコンピュ

ータ企業から 世界第二位のコンピュータ企業になりました。その成長は、

VAXと VMSの賜物でした。 その観点から、VAXと VMSはコンピュータの歴

史上の偉大なサクセスストーリの一つです。 特に、ひとつの会社と業界

を完全に変え、真に主要なコンピュータ アーキテクチャの一つとして そ

の役割を果たしたという点でそう言えます。VAXと VMSは 10年にわたり主

導的なアーキテクチャでしたが、 20才にして、まだ非常に重要なアーキ

テクチャです。 
 

 

継続するエンジニアリング上の挑戦: アーキテクチャの進展 

Don Harbertと Pauline Nistが 
Susan Pasiekaから 

VAX 6000に対して、2年連続で The PC Weekコー
ポレートサティスファクションアワードを受賞 - 

1992年夏 

すべての面で、VAX と VMS アーキテクチャは 1970 年代から 1980

年代まで非常に安定していました。 この安定性には、2つの理

由がありました。1つは、そのアーキテクチャが非常に汎用に

設計されていたので、 10 年間アーキテクチャ上の変更を必要

としませんでした。2つ目は、 顧客が望んだものを事実上すべ

て提供しました。アーキテクチャは、長くもつように設計され

ていたので、 その目標を達成することができました。 

 

10 年の間に、製品ラインは単一の VAX-11/780 から、継続的に

より高い性能の製品をより低価格で提供して、 ひとつの製品フ

ァミリーに拡大しました。次のエンジニアリング上の課題は、 

継続的にこのアーキテクチャをより高速なインプリメンテーシ

ョンで、より低価格で提供することでした。 

複数の開発チームが従来の VAX システムに従事していましたが、 

他のチームは新しいチップを基にしたシステムを開発していま

した。 そして、それが最終的に主要な DEC 製品ラインになりま

した。 
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Bill Demmerと第二世代の VAXファミリ 

VAX組み立てライン 

 

 

 

VAX 6000 

Ed Yee 
(シニア VAX プロダクト マネージャ)の話 

「新しい VAXを発表して DECUSに出展したとき、多くの顧客が来て尋ね

ました。 「それは、何ですか?」そこで、これは新しい VAXですと答え

ました。 彼らは、嬉しそうに驚きました。 

我々の顧客は、自分達の VAXシステムを愛しました。彼らは、VAXをク

ロゼットに入れて忘れてしまいました。 それほど信頼性がありました。

それがハードウェア、アーキテクチャ、ソフトウェアの特長です。 とい

うのも、VAXが非常に堅牢だったからです。 

カタマウント(VAX4100新シリーズのコード名)は DECがインストールベ

ースの顧客をサポートし続けるという証拠です。」 

 

VAX6000 は大量生産された最初の SMP VAX でした。 最初

の 6週間の生産で、500 ユニットが出荷されました。VAX

は当時のいわゆるトルネードでした。 約 5 ヶ月で、ゼ

ロから年間 6,000 ユニットに出荷が増えました。 そし

て、これが数年続きました。 
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第９章 1 チップの VAX 

DEC 半導体グループの起源 

DEC 半導体グループの発端は、1970 年代の初期における PDP ファミリーの LSI-11 の開発にあります。 DEC

がチップを設計して、製造は他の企業が行いました。1970 年代の末までに、半導体の技術的な進歩によ

り、 チップはより強力になり、製造コストも低下しました。コンピュータ業界で優位性を維持するには、 

半導体技術が重要なことは明らかでした。 

VAX8600 CPUボードの VAX品質検査 

V-11 の開発:最初の VAX チップ 

1981 年に、先端開発チームが、半導体のチップ上にフルスケ

ールの VAX をデザインする方法を調査しました。 この計画

は V-11 を、最新の半導体技術である Nチャンネル、NMOS を

使用してインプリメントし、 フルスケールの VAX CPU を作

ることでした。そのために、インプリメントするには 4つの

異なるチップが必要でした。 

 

プロジェクトが進むにつれ、マイクロコンピュータシステム

というものが V-11 を作成した方法とは非常に異なる方法で 

作られようとしていたことが明らかになりました。マイクロ

コンピュータシステムは、 劇的に低価格にする目的で、単

一チップをベースにしようとしていました。 

 

DEC は VAX のデザインを、シリコンにインプリメントされた

ミニコンピュータアーキテクチャから、 業界のマイクロプ

ロセッサと競合できる真のマイクロプロセッサに変更でき

るかという問題を調査しました。 会社は後者を選択しまし

た。 

  

V-11 は結局 VLSI チップになり、VAX8200 と 8300 として出荷

されました。 V-11 は MicroVAX チップで置き換えられました

が、設計技術、基本的なアーキテクチャ、 MicroVAX を構成

した多くのビルディングブロックをもたらしました。 

MicroVAX の設計: 最初のチップベースの VAX 

V-11 と MicroVAX I は、ほほ並行して開発されました。VAX-11/750 は、ゲートアレイを用い、 LSI 半導

体技術で設計された最初の DEC システムでした。750 の後、MicroVAX I を設計しましたが、 このマシン

は集積回路設計のパイオニアである Carver Meade によるコンサルティング支援を得て、 シリコンコンパ

イラを搭載した DEC の最初のプロジェクトの一つとなりました。MicroVAX I の経験に基づき、 直ちによ

り強力な MicroVAX II が開発されました。 

 

V-11 は完全な VAX インプリメンテーションとして設計されましたが、MicroVAX I は VAX サブセットとし

て設計されました。 MicroVAX I システムは、Dave Cutler を長としてシアトルのファシリティで開発さ

れました。 MicroVAX I は V-11 よりも非常に簡単な設計で、かつシリコン コンパイラツールを使用した

ため、 V-11 よりも早く完了しました。 
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軍用にもなった VAX システム 

VAX システムは、その性能、ネットワーク

機能、スケーラビリティのため、 軍や国防

省の多くのアプリケーションで採用されま

した。開発者は、コマンド、コントロール、

コミュニケーション、 インテリジェンス

(C3I)アプリケーション用の軍(DoD プログ

ラムを作成しました。 非常にスケラーブル

な VAX と OpenVMS アーキテクチャは、コン

ピュータルームと後方支援でうまく動作し

ました。 しかし、VAX テクノロジーを前線

の厳しい環境に近いところに持っていくと

いう要求が出てきました。 

ニューハンプシャー州のプライム コント

ラクターである、United 

Technologies’Norden Systems が、 VAX ア
ーキテクチャをライセンスして、VAX の軍

用バージョンを開発し MIL VAX II というチ

ップを開発しました。 このシステムの価格

は商用 VAX システムの 5倍でしたが、民生

品よりも断然早く動作しました。 このシス

テムは、温度、振動、衝撃、塩、霧、埃、

爆発環境、湿度などの、軍の環境テストの

標準を満たしていました。 MIL VAX は船上

や飛行機内および陸地への設置に適してい

ました。 

長い間に、その他の VAX が軍用のそれほど

厳しくない使用のために、 多くのサードパ

ーティの DoD 契約者によって耐久性が高め

られました。 そして、これらのシステムは

過酷な衝撃や振動に耐える必要のあった、

船上やモバイル環境で使用されました。 

 

DEC は半導体会社の一社にチップを製造させることを検討しました

が、作業の複雑さと厳しいスケジュールのため、 社内で製造するこ

とになりました。この提案は、設計と製造に関して当時まだあまり

経験がなかったチップ部門を 大胆にも信用したことから、急進的と

考えられました。 

盗める最初の VAX の発表 

MicroVAX プロジェクトは、1982 年 7 月に開始され、シリコンはちょ

うど 19 ヶ月後の、1984 年 2 月 4日に完成しました。 これは業界で

例のないものでした。セミコンダクタグループ全体がこの努力に結

集され、 製造とデバッグの観点からこのチップが最も優先されまし

た。こうして、 チップは 1984 年 8 月までに VMS を動作させ、1984

年末にフィールドテスト、 そして 1985 年 5 月には出荷することが

できました。 

 

これまでの VAX システムとは劇的に異なり、MicroVAX II は非常な成

功をおさめました。 これは、20,000 ドル以下の最初の VAX でした。

この前例のない低価格と大きさから、 Ken はこれを「盗める最初の

VAX」と呼びました。 

Jesse Lipcon (シニアーVP、UNIX と OpenVMS システムビジネスユニット)の話 

「VAXをチップ上に作るというこの素晴らしいスキームを開発したのは、Bob Supnikでし

た。 そして、このチップは最終的に MicroVAX IIチップになりました。」 

 

MicroVAX の成功の上に 

MicroVAX II の成功により、1980 年代のその後

の期間、VAX チップファミリーの開発方向が定

まりました。 VAX CPU を非常に小さなパッケー

ジにし半導体テクノロジーを使用することで、 

DEC は劇的な速さで性能を向上しつづけること

ができました。 

 

MicroVAX II の発表後、ハードウェアとソフト

ウェアのエンジニアは協力して、 コマーシャル

インストラクションセットから 4つのインスト

ラクションを追加しました。 COBOL の設計者は

除外された複雑な十進演算インストラクション

が不要なコンパイラバージョンを開発しました。 

 

MicroVAX II プロジェクトは、VMS グループが初め

ませんでした。 MicroVAX が最初に組み立てられた

メモリ管理の点で、 VAX アーキテクチャと劇的に

MicroVAX II に 再度実装されて機能は完全になり

 

 

からそのコンセプト全体をサポートしなければ実現し

際、最終的な設計とは異なり、特にその簡素化された

異なっていました。しかし、元の VAX のメモリ管理が

ました。 
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MicroVAX II は VAX CPU をチップ上に実装したシステムでした。VAX プロセッサすべてにわたる強力な VAX

の仮想メモリ、 32 ビットコンピューティング パワー、ソフトウェアの機能により、 MicroVAX II マイ

クロシステムは業界に例のない機能性と柔軟性を提供しました。 

爆発的な販売数 

VAX システムの販売数はこれまでに最大規模になっていました。その時点までに、 非常に成功した VAX

はその生涯で 2,000 ユニットが販売されましたが、 MicroVAX はその最初の年に 20,000 ユニット販売さ

れました。 

VAXstation 2000 

VAXstation 2000 は、MicroVAX II よりもサイズが小さくなっていました。MicroVAX II と同様に、 MicroVAX 

II チップを基にして開発されました。MicroVAX II は小さな、 机脇のキャビネットに実装され多様な

PDP-11 の周辺機器をサポートしましたが、 VAXstation 2000 は靴箱サイズのキャビネットでした。CPU、

グラフィックス、ディスプレイ制御装置、 ディスク制御装置、および 2つのシリアルポートなどのすべ

ての必須となる機能が、 一つの回路ボード上に実装されました。その周辺機器は、キーボード、モニタ

ー、マウス、2台までの固定ディスク、 フロッピーディスク、テープドライブに限定されていました。 こ

れらの制限の見返りに、最低5,000ドルの価格でVAX-11/780に近い性能が得られました。 顧客はこれを、

「スティック上の 1 MIPS」と呼びました。 

 

その最初の年に、VAXstation 2000 は 60,000 システム販売されました。 これは、能力のある製品の価格

を下げるとその市場性を高めるという、価格弾力性原理を証明することになりました。 

CVAX 

二番目のチップは CVAX と呼ばれましたが、Cは CMOS を意味していました。初期の NMOS(N チャンネル、 金

属酸化膜半導体)から CMOS(相補型金属酸化膜半導体)へのテクノロジーの変更は、 市場の絶えることの

ないパワー強化の要求に基因していました。 

 

この第二世代の VLSI VAX マイクロプロセッサにより、パワーは以前のプロセッサの 2.5 倍から 3.5 倍に

なりました。 これは社内で製造された最初の CMOS プロセッサでした。この高性能は、マクロインストラ

クションパイプライン、 1K バイトのオンチップ データキャッシュ、28 エントリのオンチップ変換バッ

ファなどの機能からもたらされました。 

 

CVAX チップは、MicroVAX チップよりはるかに複雑でした。エンジニア達は、CPU/フローティングポイン

ト機能を VLSI 化し、 別の VLSI でメモリ制御、Qバスインターフェイス、および TOY(Time of Year)クロ

ックと シリアルラインインターフェイスを構成したサポートチップを開発する必要がありました。 この

チップ数と複雑さにより、重大な課題がプロジェクトに加わりました。 

 

CVAX チップは、1978 年 9 月に、MicroVAX3500 と 3600 に採用されました。別

の CVAX ベースのシステム、 VAX6000 プラットフォームが 1988 年 4 月に発表

されました。 

SMP の搭載 

CVAX ベースの VAX6000 シリーズは、対称型マルチプロセッサ、SMP への DEC

としての最初の試みでした。 

 

DEC は、SMP 実装のため VMS を根本から変更する必要に迫られ、再出発が必

要と信じていました。 しかし、エンジニアはより簡単な解決策を見つけま

した。VMS が割り込みに対してインターロックする場所は、 VMS をマルチプ
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Jay Nichols 
(コンピュータ スペシャルシステム 
エンジニアリングマネージャ)の話 

「私は、MicroVAXの開始時に 4人の重要な技術的に構想力のある人々がいたと常

に思っていました。 すなわち、早期のソフトウェア開発用の MicroVAX Iの開発

者 Dave Cutler、 MicroVAXチップ開発の長でマイクロコードも作成した Bob 

Supnik、MicroVAX IIサーバ開発の長 Jesse Lipcon、 そして MicroVMSのソフト

ウェア戦略を主導した Dick Husvedtです。」「MicroVAX IIから CVAX、Rigel、

NVAXへの異なるチップセットが反映しているように、 アーキテクチャ上の努力

の中心はプロセッサの性能向上でしたが、NVAXがその限界でした。」 

ロセッサにするには、より明確なロック

構造に入れなければならない事が分か

りました。 非常に小規模のチームが、9

ヶ月でVMS SMPの作業用のプロトタイプ

を制作しました。 

 

SMP は、1988 年 4 月に VMS バージョン

5.0 で発表されました。  

VAX6000 とプラグインの

パワー アップグレード 

1988 年春に VAX6000 システムを発表しましたが、このシステムは設計から市場投入までの時間が最も早

く、 最も売れた台数から、会社の歴史の中で最も成功した中型システムでした。 

 

 

VAX6000 の重要な特長は、テクノロジーに基づく迅速なアップグレードの概念でした。DEC のこれまでの

システムでは、 プロセッサのボードを代えるだけでパワーを向上させることはできませんでした。 

VAX6000 はプラグアンドプレイの概念を実現しました。つまり、より高速のプロセッサが使用可能になる

と、 顧客は古いプロセッサを取り外して、その新しいプロセッサをプラグインでき、元の機器を破棄す

る必要がありませんでした。 これにより、顧客は必要なパワーを増大させて、ハードウェアとソフトウ

ェアの投資を保護することができました。 

Rigel 

CVAX チップは直ぐに、三番目の 32 ビットのマイクロプロセッサの Rigel チップで置き換えられました。 

エンジニアはこのチップに 2つの選択肢を考慮しました。一つは、 最も成功したマシンの VAX8800 Rigel

チップを基にすることでした。 もう一つは、リスクは高いけれども、より高性能な複数チップと、 一層

のコーディネーションを必要とするより精巧な設計を行うことでした。 

 

最終的に、DEC は 8800 の CPU ボードの回路設計を、単一チップの Rigel に複製することにしました。 

 

Rigel チップは、1.5 マイクロンの CMOS テクノロジーで製造されました。 このリゲルチップは 1989 年 7

月に発表されて、VAX6400 システムで出荷され、 その後、VAX4000 システムで出荷されました。 また、

Rigel は VAX アーキテクチャのベクトル拡張の最初のインプリメンテーションを実装していました。 

Mariah 

1990 年 10 月に、DEC は、VAX6500 で出荷された Mariah チップセットを発表しました。 Rigel チップセッ

トを改良し、Mariah チップセットは 1.0 マイクロンの CMOS テクノロジーで製造されました。 VAX6500 プ

ロセッサは、プロセッサ当たり、VAX-11/780 のパワーの約 15 倍でした。 VAX6500 はライトバックキャッ

シュという新しいキャッシュテクニックを採用しましたが、 これによりシステム バス上の CPU からメモ

リへのトラフィックが減り、 マルチプロセッサシステムはより効率的に動作することができました。 

NVAX 

NVAX チップが 1991 年 11 月に発表され、四番目の VAX マイクロプロセッサの NVAX が 0.75 マイクロンの

CMOS テクノロジーで製造され、 VAX6600 として出荷されました。NVAX は VAX9000 のパイプラインの性能

を内臓し、当時の最高速の CISC チップでした。 これは、VAX－11/780 の 

 

50 倍の CPU 速度でした。 

NVAX チップは、今日出荷している VAX で使用されている現在のテクノロジーです。 
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非常な速度で進化 

DEC のチップ開発は、非常に迅速でした。MicroVAX から CVAX への期間は、2.25 年でしたが、 CVAX から

Rigel へは 2年以下でした。そして、Rigel から Mariah には約 1年でした。Mariah から NVAX へは 15 ヶ

月でした。 

シリコンによるビジネスの成長 

VAX チップセットにより、会社の新しい方向での製品開発が出発しました。 最初の 1会計年に、VAX チッ

プのビジネスは、10 億ドルのビジネスに成長しました。 そして、20 億ドルから 30 億ドルになりました。 

 

Jay Nichols 
(コンピュータ スペシャルシステム 
エンジニアリングマネージャ)の話 

「MicroVAX IIから CVAX、Rigel、NVAXへの異なるチップセッ

トが反映しているように、 アーキテクチャ上の努力の中心はプ

ロセッサの性能向上でしたが、NVAXがその限界でした。」 

MicroVAX が発表されたとき、会社のシステム売り上げ

の 10%未満が マイクロプロセッサチップを基にした製

品から上がっていました。1990 年までに、 マイクロプ

ロセッサチップはシステム売り上げの 90%になりまし

た。 1990 年代の初めには、DEC のセミコンダクターグ

ループは会社の最大で最も利益の多いビジネスでした。 

主要な性能強化 

MicroVAX チップにより強化された VAX システムは、5世代の設計で性能が、1MIPS から 2.5MIPS、7MIPS、 

11MIPS、50MIPS に増大しました。このため、VAX システムは、最高速、高性能なマシーンとして、市場で

世界的に有名になりました。 

 

DEC では MicroVAX が発表されたときから、競合会社のチップ性能を測定していました。 業界最高速度の

マイクロプロセッサを製造するという会社の目標は、CVAX で達成されました。 これは当時の最高速度の

チップでした。 

 

  

 
VAX 9000チップ工場クリーンルーム 
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第 10 章 Alpha への橋を渡す 

Prism: RISC テクノロジーによる VMS 

オペレーション担当の Jack Smith 副社長が、Dave Cutler の肩を軽くたたいて 「君が DEC の RISC の総

責任者と決まった。プロジェクトチームを組織したまえ。」と言った 1986 年に、 DEC の RISC テクノロ

ジーの開発が始まりました。プログラムチームが編成され、 Prism というコード名を付けられたプログ

ラムの目的は、DEC の RISC マシンを開発することでした。 そのオペレーティングシステムは、次世代の

設計原理を実現し、 UNIX と VMS との互換レイヤを有することになっていました。 

 

チームでは次の問題が討議されました。32 ビットと 64 ビットのどちらにするか？ コマーシャル市場か

テクニカル市場のいずれをターゲットとするか？ 提案された Prism のインプリメンテーションは ECL マ

シンでした。 ECL は特に多くの電源を消費することで知られていましたが、 これが 1970 年代 80 年代を

通じて利用できる最高速のテクノロジーでした。 VAX8600、8800、9000 の各シリーズは ECL を使用して

作られました。 しかし 1991 年の NVAX チップから CMOS テクノロジーが ECL の性能を超え、消費電力も大

幅に低減していました。 

 

このとき既に VAX9000 と VAX8800 の後継機という 2つのプロジェクトが進行していました。 これらのマ

シンは競合力があるのだろうか、マーケットが重なり合うのではないか？ 性能比較はどうなるのか？ コ

ストは？ DEC にとって同じような 3つのプロジェクトを 進めることは意味がないことは明白でした。 

 

1991年 2月、DECは Alphaを発表しました、 
21世紀のプログラムとして。 

1988 年 4 月にワークステーション エンジニ

アの 1グループによって、 既存の RISC テク

ノロジーを使用してDECのテクニカルコンピ

ューティングの市場を 切り開くための対抗

案が提案されました。彼らは、MIPS というス

タートアップ企業のマイクロプロセッサを

使用して、 DEC の UNIX 版である ULTRIX を走

らせるワークステーションを作り始めまし

た。 MIPS テクノロジーの利用が決定され、

Prism はキャンセルされました。 

高速の MicroPrism チップ 

他方、マサチューセッツ州ハドソンのセミコ

ンダクタグループでは、MicroPrism チップを

開発していました。 これは CMOS による

Prism アーキテクチャのワンチップ化による

インプリメンテーションでした。 Prism プロ

グラムがキャンセルされても、MicroPrism

チップは完成間近だったので、 ハドソンの

グループはこれを完成させることを許され

ていました。 小さなバッチから製造された

MicroPrism チップは、45MHz で完全に動作し

ました。 この速度は当時最高速で、市場に

あったどの RISC チップのパフォーマンスを

も超えたものでした。 
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VMS を Alpha へポーティング 

Alpha アーキテクチャの設計を進める間、最

も注意を要した大仕事は VMS でした。 Nancy 

Kronenberg が、ほとんど解決不可能と思え

る VMS についての作業のリーダーとなりま

した。 VMS には 1000 万行以上のコード行が

あり、そのほとんどは VAX アセンブリコード

で書かれていました。 これらは VAX インス

トラクションセットの特長を生かしてコー

ド化されていたので、 VMS を VAX から分離

する方法は明確ではありませんでした。 

 

慎重な分析の結果、Nancy のチームは、VMS

は一体に見えても、実はマシンに依存したレ

イヤと 独立したレイヤとに分離可能な、非

常に良く構成されたオペレーティングシス

テムであることを発見しました。 マシンデ

ィペンデェントなレイヤをポートして、マシ

ンに依存しない部分の作業は後回しにする

ことができました。 チームは、VAX マクロ

コードを高級言語として取り扱い Alpha に

コンパイルできる マクロコンパイラなどの

解決策を開発しました。 

 

1991 年には、VMS を Alpha にポートするとい

う最後の作業が Jean Proulx と彼女のチーム

に引き渡され、 彼らは困難なポーティング

作業を見事に成し遂げました。 これで VMS

は Alpha-ready となりました。 

Alpha の誕生 

Prism プログラムは、それが DEC の将来の 64 ビットテクノロジ

ーである Alpha に残した遺産という意味で、 DEC にとって大き

な意味を持つものでした。1988 年には、VMS にとって、 どの

RISC テクノロジーが最適かを決定するために、小さなチームが

編成されました。 最初に彼らは「VMS を RISC に乗せるにはど

ういう作業が必要か?」と自問し、 次に彼らはこの疑問を逆に

しました。「顧客に移行プロセスが必要ならば、 どうすれば最

小の負担で最高のパフォーマンスを得られるか?」こうして

Alpha が生まれたのです。 

 

Alpha はまるで「Prism の息子」でした。 Alpha を作るために

必要な主な変更点は VMS との互換性を目的としたものでした。 

元々の Prism のデザインには、VAX と VMS にとって重大な、互

換性上の問題点が 2つの領域でありました。 それは数値データ

型と特権アーキテクチャでした。 

 

Alpha アーキテクチャは 4つの前提の上に構築されました。始

めに、 それは非常に命の長いものでなければなりません。 次

にテクニカルとコマーシャルの両方のアプリケーションで、 最

高のパフォーマンスを提供する必要がありました。 第 3に実装

サイズとサポートするシステムの範囲の両面で、 スケーラビリ

ティが大きくなければなりません。 第 4 に顧客のアプリケーシ

ョンと、VMS と UNIX という 2つの オペレーティングシステム

をサポートしなければなりません。 Windows NT は、まだこの

シーンには登場していませんでした。 

  

基本的な質問を問い続ける 

チームは基本的な質問を投げかけながら決定を下してゆきました。 「もし目的が 20 年をターゲットとす

るものならば、今後 20 年間 32 ビットマシンに生命があるだろうか？」 答えは「ノー」でしたので、64

ビットマシンと決定されました。これは簡単な部分でした。 クロック速度の向上、複数の命令実行、内

部構成、そしてマルチプロセシングを通じてパフォーマンスを 20年先まで向上するには何が必要なのか? 

そのアーキテクチャは正に、これを可能にするものとなりました。 

 

小から大までのスケーラビリティの問題を検討し、それにより最小のインプリメンテーションが どんな

ものになるかのモデルを用意しました。Prism で行った研究が、 オペレーティングシステムのデータ柔

軟性とコードハンドリング上の問題を解決する上で役立ちました。 もう一つの重大な開発上の問題は、

DEC の顧客が最終的に 64 ビットコンピューティングにスムースに 移行することを保証するための、VAX

から Alpha へのバイナリトランスレーションの考えでした。 

Rich Marcello (OpemVMS システム ソフトウェアグループ副社長)の話 

「我々は、VAXから Alphaへの移行が非常に簡単にできるように、多くの注意を払いました。 一度に全環境を Alpha

に移行することを望まない顧客は、徐々に移行することができます。 我々は、クラスタに VAXと Alphaが一緒に稼

働できるミックスアーキテクチャクラスタをサポートします。 顧客は希望する限り VAXに残ることができます。我々

は OpenVMS Alphaと OpenVMS VAXを同時にリリースして行きます。」 
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Alpha の構成要素の決定 

Alpha 1号機のパワーアップの際に 
工場を訪問した Ken Olsen 

Alpha の基本的な構成要素は、DEC の顧客の投資を保護

しながら、 最高のパフォーマンスをもつ 64 ビットへ移

行するというアーキテクチャ上のコミットメント、 顧

客の運用環境を保護するための VMS に対する同様のコ

ミットメント、 そして業界が激しく競い合っていたシ

リコンでした。設計チームは、 MicroPrism プロジェク

トの中で発見した高速実装技術を研究しました。 その

結果チームは業界他社のどれよりも2倍から3倍高速で

走るチップを開発できるという結論を下しました。 そ

れは、競合他社が 50MHz を議論しているときに 200MHz

で走るものでした。 

全社を巻き込んで 

Alpha プログラムは、最先端システムによって DEC を再びトップに戻すというビジョンを 共有した人々

の緩やかな連合として遂行されました。VMS の中に 1つの Alpha プロジェクトがあり、 半導体グループ

にも 1つの Alpha プロジェクトがありました。これらのチームメンバーが社内の他部門に出向き、 1 グ

ループごとに参加を納得しました。そして、全社の約 1/3 のエンジニアリングリソースが参加することに

なりました。 

ビジネス パートナーの準備 

DEC のビジネスパートナーがこの記録破りのテクノロジーを最大限利用できるように、 Bill Demmer 副社

長は、パートナーが発表時までにサインアップして準備が完了できるように、 発表の6ヶ月前にAlpha AXP

パートナー オフィスを創設しました。当初の Alpha パートナーには、 アンダーセンコンサルティング、

クレイリサーチ、アンコール、クボタパシフィックコンピュータ、 レイセオン、オリベッティが含まれ

ていました。 

 

1992 年 9 月までに、DEC は 1,000 台以上の Alpha システムをソフトウェア開発各社に出荷しました。 

顧客からのインプット 

顧客のニーズに応えるために、DEC はこの新しいテクノロジーをサポートするプログラムとサービスを開

発しました。 64 ビット機の発表の 2年前から、顧客グループが構成され、Alpha AXP プログラム計画を

定期的にレビューしました。 Alpha AXP カスタマーエンドユーザアドバイザリというこのグループには、

通信、製造、テクノロジー、 政府機関、大学関係者、その他の Alpha テクノロジーの潜在的顧客からの

代表が含まれていました。 

写真： 最高 2BIPS のピーク実行速度をもつ最高性能の Alpha 21164 チップが、ビデオ コンファレンス、 

3-D モデリング、ビデオ編集、マルチメディアオーサリング、イメージレンダリング、 アニメーション

などのビジュアルコンピューティング アプリケーションの限界を広げました。
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第 11 章 Alpha チップ - 64 ビットのブレークスル - 

1992年 2月に、DECは世界初の64ビットアーキテクチャという、 技術的に大きな進歩をもたらしました。

この革新的なアーキテクチャは、Alpha Chip 64 ビット RISC テクノロジーと 150MHz の DECchip21064 マ

イクロプロセッサを基礎としていました。 

Alpha AXP ファミリー システムの発表 

Alpha の製造工場を訪問する Ken Olsen 1992 年 11 月に、DEC はフルレンジの Alpha AXP ファミリーを発

表しました。 それは Alpha AXP ワークステーション、部門サーバー、データセンターサーバー、メイン

フレーム級サーバー、 システムソフトウェア、そしてサービス、レイヤードソ

フトウェア、周辺機器、アップグレード プログラムから構成されていました。 

そしてソフトウェアパートナー400 社が、約 900 本の Alpha アプリケーション

の出荷時期を発表しました。 

 
1992年、Alphaチップを発表する Bill 

Demmer VP 

 

Alpha AXP は、新たな記録を達成しました。4月には、Alpha AXP はそれまでに

世界最高速のソートと トランザクション処理能力を達成しました。DEC は業界

最高速のワークステーションを 5,000 ドル、 10,000 ドル、15,000 ドルの価格

帯で発表しました。 

  

Alphaの製造工場を訪問する Ken Olsen 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Robert B. Palmer (DEC 会長、社長兼 CEO、Q2 FY93)の話 

「本日はコンピューティングの新しい変革が始まる日です。 ほとんど無限といえる 64ビットコンピューティング

のパワーと、主要な 3つのオペレーティングシステムによって、 想像力の限界まで道が広がります。Alpha AXPコ

ンピューティングによって、 顧客は有益な新手法に投資し人々の要求を満たすことができるようになります。」
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将来のテクノロジーについて会話する 

Ken Olsenと Bob Palmer 

 

 

 

VAX - Alpha の発表後も生き続ける 

DECが 64ビットAlphaコンピュータファ

ミリを発表した後、 新しい VAX システム

は発表されないものと多くの人が思いま

したが、 事実はそうではありませんでし

た。 

 

1995 年に DEC は「CATAMOUNT」プロジェ

クトを発表しました。 その目的は

VAX4000 モデル 108 システムと

MicroVAX3100モデル 88と 98システムを

開発することでした。 これらの製品には

メモリ容量を 4倍にするといった機能拡

張が含まれました。 これまでに実施した

CPU のパフォーマンス向上に対応して、 

より多くのメモリを求める顧客の要求に

応えエンジニアはメモリの最大容量を拡

大しました。 「CATAMOUNT」製品はデス

クトップにもラックマウントにも使用で

きるように設計されました。 この製品の

目的は、顧客のコストオブ オーナシップ

の低下と低価格のメモリと 外部記憶の

テクノロジーを顧客が享受できるように

することでした。 

 

製品の拡張以上に、この新しい VAX シス

テムが真に意味深かったのは、DEC が VAX

の顧客のインストールベースを サポー

トするために投資を続けるという事実で

した。 

 

Destination Alpha: 障壁を克服 

顧客が VAX システムから Alpha システムにリスクなく確実に移行で

きるように、 DEC は 1995 年に Destination Alpha プログラムを開始

しました。 顧客のアプリケーションの移行を支援する、34 のアプリ

ケーション移行センターを全世界に開設しました。 さらに、顧客の

移行上のクリティカルな問題の解決を支援するために、 技術ホット

ラインが利用できるようになりました。 

 

DEC はさらに、顧客に経済的、技術的な障害が発生した場合に、 そ

れを解決するためのプロジェクトナビゲータと呼ばれるプログラム

も展開しました。 これらのプログラムとサービスを通じて、DEC は

顧客の Alpha プラットフォームへのスムースな移行を可能にしまし

た。 

Janet Darden 
(Destination Alpha プログラム マネージャ)の話 

「Destination Alphaプログラムを用意するとき、我々が認識したことは、 顧客

が VAXから Alphaに自分たちの都合の良いペースで移行できるように、 カスタマ

イズされたソルーションを開発する必要があるということでした。」 
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VMS が OpenVMS に 

64 ビットの Alpha システムは、業界で最強のシステムとなりました。主な開発項目には、 Alpha プラッ

トフォームで Microsoft の Windows NT が使用可能となったことによる 戦略的 Alpha ソフトウェアが含ま

れています。この期間に、 VMS オペレーティングシステムのポーティングの容易さとオープン性を反映

して、 DEC は公式に VMS を OpenVMS という名前に変更しました。VMS は OpenVMS となって、 広く受け入

れられている IEEE の POSIX 標準をサポートしました。 また VMS は、世界の主要な情報システム企業で構

成される非営利団体である X/Open の「ブランド」も取得しました。 

 

OpenVMS は、OSF/Motif、POSIX、XPG4、OSF 分散処理環境(DCE)などの重要な標準をサポートしています。 

OpenVMS を基礎としてオープンシステム環境を構築しようとするときに、 オペレーティングシステムが

標準を全面的にサポートしていることは非常に重要です。 OpenVMS は、ネットワーキング、データ、ド

キュメント、システム、ソフトウェア開発、 ユーザーインターフェイスなどの主要なオープンシステム

の標準をすべてサポートしています。 

 

この名称変更と共に、Alpha-ready の OpenVMS VAX システムとサーバーが 13 機種発表されました。 

Alpha-ready は、VAX が 64 ビットテクノロジーに簡単にアップグレードできることを示すために造られた

用語です。 

 

1993 年 2 月に、DEC は 26 種の OpenVMS Alpha AXP 製品を予定より早く出荷し、開発企業、システムイン

テグレータ、 およびエンド ユーザー向けにソフトウェアスウィートを提供することができました。 そ

して、5月には、2,000 本以上のアプリケーションが OpenVMS Alpha AXP で利用できました。

VMSは OpenVMSに 
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第 12 章 クラスタの王者の登場 

顧客のアプリケーションが成長するに伴い、業界全体でコンピュータ需要が増大していました。 より大

きなコンピューティングパワーを提供する一つの方法は、 当時の技術的限界まで巨大で高速なシステム

を構築することでした。 DEC は、顧客が必要とする分散処理のメリットを犠牲にすることなく、 より多

くのパワーを提供できる別な解決法を提案しました。それがクラスタリングでした。 

 

VAXClusterは業界初のクラスタ機能をもつ
製品でした。 VAXClusterは VAXプロセッサ
をつなぎ、VAXコンピュータが 1つのシステ
ムとして動作することを可能とし、 VAXの特
性を高可用性アプリケーションに広げまし

た。 

DEC が考案したクラスタリングは、単一のコンピュータシステムで提供

可能な メインストリームコンピュータ製品を使用して、高度な可用性

とスケーラビリティを 提供するための代替手法として広く受け入れら

れました。 実際、DEC の OpenVMS クラスタは他のすべてのクラスタを

比較する場合の基準となりました。 クラスタ化により、単一システム

を拡張したりアップグレードする方法に代えて、 スケーラビリティと

いう新しい広がりがもたらされ、 これにより使用中の既存のシステム

をクラスタとして組み合わせて、 コンピューティングパワーを増強し、

データとアプリケーションの高可用性を高める経済的な方法を提供し

ました。 

VAXcluster の発表 

1983 年 5 月に DEC は VAXcluster を発表しました。VAXcluster は VAX

プロセッサを相互に緩やかに結合し、 VAX コンピュータが単一システ

ムとして動作することを可能としました。 これにより、VAX の特長を

大容量、高可用性のアプリケーションにまで広げることができました。 

OpenVMS クラスタ 

何年もかけ VAXcluster は VMScluster に、そして今日 VAX と Alpha システムの OpenVMS Cluster に進化し

ました。 現在 OpenVMS Cluster は、業界で比較するものがありません。世界中の株式取引、 電子資金振

替処理のほとんどは、OpenVMS Cluster により実行されています。 

 

OpenVMS Cluster は VAX と Alpha システム、アプリケ

ーション、システムソフトウェア、 記憶装置によっ

て構成された高度に統合されたシステムです。 デス

クトップからデータセンターまでの大きさのシステ

ムを接続して、1つの OpenVMS Cluster を構成できま

す。 OpenVMS Cluster ソフトウェアにより、プリン

ター資源、記憶装置、 プリントキューとバッチ キ

ューを共有する管理しやすいバーチャルシステムとして動作します。 

Datamation 1995 年 8 月 15 日号 

「(Open)VMSは今もクラスタの王者です。DECのテクノ

ロジーは、 今でも他のクラスタ手法を比較する場合の

基準です」 

 

OpenVMS Cluster は、集中システムと分散システムの両方の最高のメリットと、 さらにメインフレーム

を超えるパワーというメリットを、非常にわずかなコストで提供します。 また顧客の必要性に応じて追

加したり分割することが可能です。  

ローカルエリア VAXcluster 

1986 年に DEC は、分散処理をワークグループに広げ、クラスタの相互接続に Ethernet を利用したローカ

ルエリア VAXcluster を発表しました。 

ローカルエリア VAXcluster によって VMS はそのクラスタテクノロジーを NI まで広げました。 CI インタ

ーフェイスは大型で高価な VAX システムだけで使用可能な大型で高価なコントローラでした。 そのこと
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比類なき OpenVMS クラスタのメリット 

ハイ アベイラビリティ  

複合接続システムによるデータとアプリ

ケーションへのアクセスの保証 

成長の容易性  

ビジネスの変化に応じて、1つのクラスタ

は 2システムから 96 システムまでの、い

くつでも構成できます。 

シェアド アクセス  

すべてのユーザーはクラスタ内のアプリ

ケーション、記憶装置、プリンタにアクセ

スできます。 

管理の容易性  

クラスタ全体を、単一のシステムとしてリ

モートまたはオンサイトで管理できます。

投資保護  

既存システムを新しい VAXと Alpha テクノ

ロジーと組み合わせて一つのクラスタに

統合できます。 

複数の相互接続方法  

クラスタは CI、DSSI、SCSI、NI、FDDI な

どの多くの相互接続手段によって構成す

ることができます。 

自動キャッシュ 

パフォーマンスを向上しI/O動作を減少さ

せます。 

DECamds  

リソース可用性をリアルタイムでモニタ

ーし管理できるオプションの可用性管理

ツールです。 

ロック マネージャ サービス ―  
ファイルやそのデータを喪失したり損傷

することなく、リソースやファイルへのア

クセスを信頼性高く実現します。 

と、CI 上では 16 システムという当時の制限により CI クラスタは大きな

「コンピュータルーム」用の VAX システムに限定されました。またクラ

スタがアクセスできるすべての記憶装置は、 直接 CI に接続する必要があ

りました。MicroVAX と VAX ワークステーション(1984 年、クラスタと同時

に)の到来により、 より小型の VMS システムを多数接続して、クラスタを

構成するという要求が起こりました。 

 

この要求に応えるために、DEC は VMS に変更を加え、クラスタ通信プロト

コルが NI 上で動作できるようにしました。 小型の VAX システムでは NI

だけが利用可能な相互接続手段でした。さらにクラスタ上のすべての記憶

装置が、 クラスタのメンバーすべてからアクセスできるソフトウェアが

導入されました。 これにより NI のクラスタメンバーも、直接接続されて

いないにも関わらず、 HSC ベースのディバイスにアクセスできるように

なりました。 

より多くの相互接続手段でクラスタをサポート 

それ以来、DEC はクラスタ接続をサポートするより多くの接続方法を追加

してきました。 

 
z FDDI―業界標準の光ファイバー接続で、イーサネットよりも約十倍高速。FDDI
はまた、 多くのコモンキャリヤの通信メディアのブリッジへのアクセスを可

能とし、 長距離のクラスタ接続を可能にしました。 

 
z DSSI―最高 3つの VMS システムの接続と、少数の直接接続ディスクを可能とし
た低コストの CI。 

 
z メモリチャネル-相互に近接した VMS システム間の非常に高速なダイレクト
メモリアクセスパス。 

ロバを追加する 

農業と似ています。畑をもっと耕すに

は、自分のロバをもっと長く懸命に働

かせるか、 年老いたロバを、より強

力で大きいロバと取り替えることが

できます。 もう一つの方法はロバを

もう一頭購入してチームに加えるこ

とです。 

処理を分散するためにクラスタ化す

る、または複数のコンピュータを結び

つけることは、 ちょうどロバをもう

一頭結びつけることに似ています。 

そして 3頭、4 頭と増えて行きます。

顧客はそれまでの投資を維持したま

ま、さらに成長できます。 

 45



VAX ＆ VMS ものがたり  第 12章 クラスタ王者の登場 

フォールト トレラントおよびディザスタトレラントのシステム 

ちょうどクラスタリングがネットワーキングによって生まれたように、 フォールトトレラントおよびデ

ィザスタトレラントのシステムは、 クラスタリングから生まれました。 

 

クラスタは、ハイアベイラビリティを提供しますが、フォールトトレラントではありません。 クラスタ

リングは、24 時間 365 日のサービスを保証したアベイラビリティを提供することによって、 フォールト

トレラントおよびディザスタトレラントなシステムの開発を可能にしました。 フォールトトレラントシ

ステムは、いわゆるファイブナインのアベイラビリティを提供します。 つまり、システムが 99.999 パー

セントの時間、動作可能であることを意味します。 フォールトトレラントシステムでは、装置の故障が

発生した場合でも、アプリケーションは処理を継続できます。 システムは、障害が発生しても再起動や

ブートのために待機する必要がありません。 というより、故障発生時点から冗長ペアが動作し、その間

に装置の故障部分が落とされるのです。 この種のアベイラビリティは、特定の状況において必要とされ

ます。 たとえば、110 番や 119 番の緊急サービス、金融/株式市場のトランザクション、 航空管制、お

よび原子炉監視などです。フォールトトレラントなアプリケーションは、 コンピュータが数分間以上停

止した場合に、大損害を引き起こすような場合に必要です。 フォールトトレラントのフェイルオーバが

1分以内に起こり、データの喪失はありません。 

VAXft 3000の発表 

 

複数のサイトにクラスタされたシステムは、ディザスタトレラントなアプリ

ケーションで利用されます。 ディザスタトレラントシステムは、テロリズ

ム、火災、地震、洪水などの人為的災害や自然災害に備えて準備されます。 

こうした状況はすべて、コンピュータルームを破壊する可能性があります。 

データを他の場所に送出できるバックアップシステムがあれば、システムは

機能し続け、 中断によるデータやビジネスの損失を防ぐことができます。 2

つの別々なフォールトトレラント システムを 2箇所でクラスタ結合するこ

とによって、 サイトの多様性と災害から離れたサイトへの自動フェイルオ

ーバを可能にします。 一方のサイトが破壊された場合でも、他方のサイト

がオペレーション引き継いで継続するので、 一時も停止することはありま

せん。 

OpenVMS Cluster は、クラスタの王者として支配し続ける 

今日、65,000 台以上の OpenVMS Cluster システムが、証券取引、ファームバンキング、 医療、電気通信、

製造などのクリティカルアプリケーションのための 継続的な運用ソリューションの中核に利用されてい

ます。 14 年間以上、継続的運用環境を提供してきた OpenVMS Cluster システムに匹敵するソリューショ

ンは他にありません。 OpenVMS Clusterシステムだけが、大規模な自然災害や人為的災害時でも最大800km

の距離で継続動作を可能にし、 最大限のデータおよびトランザクションの完全性と迅速な回復を保証し

ます。OpenVMS Cluster システムは、 「ローリングアップグレード」をサポートしているため、動作を

中断させることなく、 システムプロセッサ、ボード、周辺機器、オペレーティングソフトウェア、デー

タベース、 およびプログラムモジュールを交換、アップグレード、アップデートすることが可能です。

フォールトトレラントチーム 
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第 13 章 OpenVMS の今日  

OpenVMS は、汎用の、マルチユーザオペレーティングシステムであり、 プロダクションと開発の両方の

環境で動作します。 OpenVMS Alpha は、DEC Alpha シリーズのコンピュータをサポートし、OpenVMS VAX

は、 VAX シリーズのコンピュータをサポートします。このソフトウェアは、業界標準をサポートし、 ア

プリケーションの移植とインターオペラビリティを促進します。 さらに、Alpha および VAX システムの

マルチプロセッシングの対称型マルチプロセッシング(SMP)を サポートしています。 

3 層コンピューティングの必須部分 

現在、OpenVMS 戦略の中核となっているのは、OpenVMS の比類ない堅牢性

と、 Windows NT の成長力とアプリケーションライブラリをシームレスに

組み合わせて、 Windows NT と OpenVMS との本来的な親和性を活用するこ

とです。 

 

OpenVMS は、最も要求の厳しい連続コンピューティングの状況で選定され

る環境です。 OpenVMS のハイレベルのアベイラビリティ、完全性、セキ

ュリティ、およびスケーラビリティにより、 Windows NT の 3 層クライア

ント/サーバ環境においては、そのまま限界のないハイエンドになり得ま

す。 OpenVMS は、医療分野では、ナンバーワンのオペレーティングシス

テムです。 また、金融、ファームバンキング、証券業界、さらに製造業、

教育機関、 政府においても重要な地位を占めています。 

比類なきアベイラビリティ 

OpenVMS は、800km 離れたディザスタ トレラントのマルチサイトクラスタ

など、 実証済の 24 時間 365 日稼働のアベイラビリティによって、 「予

定」あるいは「不測」にかかわらず両方のダウンタイムに対する耐性を提

供します。 

 

OpenVMS システムは、64 ビットの巨大メモリ(VLM)、巨大データベース

(VLDB)のサポートおよび 最高 96 ノードのクラスタによって、全社規模の

企業アプリケーションが必要とする性能、 アベイラビリティ、データ等

に必要な条件を満たすようにスケールアップできます。 

 

OpenVMS Ambassadors プログラム 

OpenVMS Ambassadors プログラムは、か

つて OpenVMS Partners として知られた

もので、 顧客と、当社の OpenVMS シス

テムズソフトウェアグループ、および

セールスサポート、 システムインテグ

レーション、テクニカルコンサルティ

ングセンター(TCC)、 ベンチマーキン

グのエキスパートフィールド組織との

間の連絡窓口を提供する国際的なプロ

グラムです。 OpenVMS Ambassadors は、

顧客からの貴重なフィードバックをも

たらします。 エキスパート達はその専

門用語を使用して、エンジニアリング

に関する情報の伝達を行い、 顧客の将

来展望から必要となる変更の種類につ

いての勧告を行うことができます。 彼

ら Ambassadors は、3つの基準を満たさ

なければなりません。 それは技術力、

責任感、ハイレベルのコミュニケーシ

ョン能力です。 この Ambassadors プロ

グラムには、日本からも技術者が参加

しています。 

Wes Melling (Windows NT と OpenVMS
システムグループの VP)の話 

「OpenVMSオペレーティングシステム環境

は、コンピュータ業界において特別な地位

を築いています。 ミニコンピュータ革命の

中心となって、デスクトップからデータセ

ンタまでのスケーリングが 現実的である

ことを証明した最初のオペレーティングシ

ステムであり、クラスタシステムが、 メイ

ンフレームや「フォールトトレラント」シ

ステムに遥かに優るレベルのアベイラビリ

ティを 達成できることを初めて示しまし

た。これまでも、そして、 これからもずっ

と市場で大きな成功を収めていくでしょ

う。」 

 
OpenVMS Ambassador team 
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Wally Cole 
(インストールベースマーケティング、VP)の話 

「DIGITALに対し、インストールベースの重要性を強調するこ

とが肝心です。 世界中で 70万台以上のシステムがインストー

ルされているので、我々にとって、 そのベースを育て続けるこ

とが、かつてないほど重要になりつつあります。 我々はアフィ

ニティ戦略によって、OpenVMSのインストールベースの顧客に

明るい未来をもたらしました。 OpenVMSは、DIGITALの 3つの

戦略的プラットフォームのうちの 1つであり続けます。」 

OpenVMS は、優れたパフォーマンス、クラスタリングの

柔軟性、容易なインターネット接続、 そして 64 ビット

VLM を、ビジネスクリティカルアプリケーションに提供

します。 OpenVMS クラスタリングにおける性能向上お

よびシステム管理の改善のために、 新しい機能が組み

込まれています。さらに、Memory Channel クラスタ、

拡張 VLM 機能、 クラスタフェイルオーバ、および

OpenVMS Internet Product Suite なども OpenVMS によ

って提供されます。  

クラスタのための拡張サポート 

OpenVMS Cluster テクノロジによって、顧客は、最大 800km 離れた場所に位置する ディザスタトレラン

トのマルチサイトクラスタを構成することができます。 

 

OpenVMS は、パフォーマンス向上と OpenVMS Cluster 構成の柔軟性を拡張するために、 特別に設計され

た機能を提供します。OpenVMS は、ミックスアーキテクチャのクラスタをサポートし、 最高 96 台の Alpha

と VAX システムとストレージコントローラを接続して、共通データや資源を、 アーキテクチャとシステ

ム全体で共用することができます。OpenVMS Cluster システムでは、 FDDI、CI、DSSI、イーサネット、

ミックスインターコネクトトランスポートを利用できます。 

 

OpenVMS Cluster の 2 つの強力な機能として、Memory Channel と Business Recovery Server があります。 

Memory Channel は、PCI ベース Alpha システム向けの高性能インターコネクト技術で構成され、 OpenVMS 

Cluster の性能を向上し、コストを削減します。Business Recovery Server Cluster のサポートによって、 

企業は、いかなるサイトでの洪水、火災、地震などの災害でも、 データやアプリケーションへのアクセ

スを失うことなく、耐え抜くことができます。 

 

OpenVMS Cluster システムは、単体システムのように集中管理することができ、 データ、ユーザ、キュ

ー、およびセキュリティに対して、単一のドメインを提供します。 

64 ビット環境のサポート 

1995 年 11 月、DECUS において、DIGITAL は、64 ビット仮想アドレッシングをサポートした OpenVMS バー

ジョン 7.0 を発表しました｡ 64 ビットのアドレス空間は、18 エクサバイトです。 これは、40 億バイト

の 32 ビットアドレス空間の 40 億倍になります。 64 ビットアドレッシングを使えば、開発者は大量のデ

ータをメモリ上にマップすることができ、 ハイレベルのパフォーマンスを提供し、非常に大容量のメモ

リシステムをサポートできるようになります。 

 

現在の Alpha メモリ管理アーキテクチャによって、8テラバイトの実アドレス空間が利用できます。 VAX

上で、アプリケーションに利用できるアドレス空間は半分だけ(2GB)なので、 現在利用可能な Alpha のア

ドレス空間は、VAX の 4000 倍になります。 

 

より大きなメモリが使用可能になると、Alpha メモリ管理アーキテクチャにより、 理論上最大の 18 エキ

サバイトをサポートするように拡張できます。 これは OvenVMS オペレーティングシステムにおける、 VMS

クラスタの導入以来の最大のリリースでした。 

  

Mary Ellen Fortier (OpenVMS マーケティング、ディレクター)の話 

「OpenVMSのマーケティングはたいへん楽しい仕事です。非常に忠実で熱心な顧客グループがありま

す。 彼らは、OpenVMSの技術と、その使いやすさを高く評価しています。 また、長年にわたり実績

を積み上げ、多くの世界最大規模の銀行、証券取引所、 医療機関、製造現場の環境で、彼らのビジネ

スを OpenVMSの真の 24時間 365日の 稼働能力に任せられる状況まで進化したオペレーティングシス

テムの価値を高く評価しています。」 
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第 14 章 世界中の顧客のために 

グローバルサービスのサポート 

DEC は、VAX および VMS の成功の主な要因が、顧客サービスにあったことを認識しています。 当社では、

設立当初から戦略的に展開されたフィールドサービス組織を通じて 世界中の顧客をサポートしてきまし

た。 

 

顧客の声を集める 

DEC では設立当初から、会社が実社会のニ

ーズを解決できる製品を確実に提供する

には、 双方向の顧客コミュニケーション

が必要であると考えてきました。 この戦

略は今も存在し、DIGITAL は、包括的アプ

ローチによって顧客組織のあらゆるレベ

ルに対応しています。 

 

DEC は、次のような様々な討論の場を通じ

て、顧客の声を聞いています。 

 

顧客訪問 - DEC は、年間 500 件以上、

OpenVMS の顧客を訪問しています。 

 

技術動向フォーラム - 年 2 回、DEC は、

トップ12社の顧客に対してMISのディレ

クターレベルを対象に、 新しい戦略と技

術を紹介しています。このフィードバッ

クは、将来の方向性に直接的な影響を与

えます。 

 

OpenVMS エギュゼキュティブカウンシル 

- 半年毎に、DEC は、 35～40 人の様々な

顧客組織の CIO と会い、ビジネスおよび

方向性の全体的戦略を考えます。 

 

DECUS - 1961 年に設立された Digital 

Equipment Computer Users 

Society(DECUS)は、日々OpenVMS で作業を

している人々が、 技術的トレーニングを

受けたり、貴重なフィードバックを提供

する機会となります。 

教育サービスは、ソフトウェアおよびハードウェアのトレーニ

ングを提供します。 DEC の顧客が、効果的に企業システムを導

入し、利用するために必要なスキルを提供しています。 

 

DEC は、VMS の初回リリースからフィールドサービスがそれを確

実にサポートできるようにしました。 このグループは、VMS サ

ポートのための戦略を策定し、ソフトウェアサポートを詳細に

学び、 新しいソフトウェアの固有機能についてトレーニングを

行いました。 さらに、顧客ニーズに対応するために VAXworks

というバックアップサポートグループも設立されました 

VAXworks グループは、世界中の人々から電話およびテレックス

を受けました。 

 

DEC は、最高の教育トレーニング組織だけでなく、 最良のサポ

ートとフィールドサービスの運営に取り組みました。 これらの

サービスは、常に当社の成功に不可欠な部分であり、ビジネス

に大きく貢献してきました。 

  

 

クラスタ CPUボードを修理している 
フィールドサービスエンジニア 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

Ken Olsen 1997 年 

「DIGITALの成功において重要な部分を占めたのは、サポートとサービスでした。 我々は、非常に多数のサービスを

顧客に提供しました｡ それがなければ、たとえ VAXと VMSでもこれほど成功していなかったでしょう。」 
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John Rando 
(マルチベンダーカスタマサービス 
副社長兼ジェネラル マネージャ)の話 

「我々は、顧客が、データへのアクセスを向

上するために情報技術を利用していることを

知っています。 顧客は、この情報の分析と、

インターネットを使った情報の配布に、より

多くの時間をかけ、 競争的優位を得たいと考

えています。彼らは、多くの時間を費やして、

情報技術の専門家になりたい訳ではありませ

ん。そのため、顧客は、ますます主要なサー

ビスパートナーを頼り、 この情報インフラス

トラクチャの管理に対する責任を任せるよう

になってきました。」 

今日のサービス戦略 

DEC のサービスの範囲は、システムインテグレーションから ハ

ードウェアとソフトウェアの保守までに及びます。 当社のサー

ビスは、3つの分野に重点を置いています。 1 番目の分野は、

当社の戦略的成長分野、つまり、高性能 64 ビットコンピューテ

ィング、 エンタープライズの NT、そしてインターネット接続

です。2番目の分野は、マルチベンダサービスです。 DEC は、

ベンダ中立戦略を宣言した唯一の大手ベンダです。 3 番目の分

野は、付加価値サービスと市場における技術革新です。 

 

DEC は、グローバルな資源とインフラストラクチャに投資して

おり、 業界でこれに並ぶ者はいません。世界的規模の DEC のサ

ービス組織である、 Multivendor Customer Services 

OrganizationおよびSystems Integration Organizationは、 世

界で 25,000 人以上のサービスプロフェッショナルを抱え、世界

各地 450 箇所以上に配置されています。 当社の Solution 

Center では、システムインテグレーションスペシャリストおよ

び ネットワークコンサルタントが、顧客の最も困難な情報技術

の問題を上手に解決する支援をしています。 

バグを追い出せ。 
さもなければ、ゴキブリをセミコンダクタに

Carling Brewery にインストールされた 1台の

VAX-11/780 が、 特定のパターンもなく日に数回も

クラッシュしていました。 フィールドサービス担

当者は、何もかもすべて交換しましたが、解明する

ことができませんでした。 マシンがクラッシュす

る度に、いつも大量のビールがあふれ出すというア

クシデントが発生しました。 

 

ある日、ソフトウェアスペシャリストが、最新のダ

ンプを吐き出し中のマシン室にいました。 突然、

聞き覚えのあるリズムの別の大音が聞こえました。

彼が､窓の外を見ると、 人々が逃げ場を求めてあわ

てふためいている様子が見えました。ビンの栓をす

る機械が、 狂ったように作動し、ビンのキャップ

を吐き出していたのです。未加工状態のキャップ

は、 まるで小さな直径 5cm のカミソリのように鋭

いアルミ製フリスビーのようでした。ソフトウェア

スペシャリストは、 我慢ができなくなりました。

彼は、VAX-11/780 に向かって行き、 そのフロント

パネルを思いっきり蹴りました。すると、ゴキブリ

の集団があわてて走り出てきました。 

 

生来、ゴキブリは、ビールの残りかすに引きつけら

れるものです。さらに、マシンの中は、 暖かくて

乾燥しているので、それらが入り込んだのです。彼

は、ゴキブリに、 ともかく何らかの導電性がある

のではないかと疑問を持ちました。 虫がバックプ

レーンを走り回り、そのうちの 1匹が時々、2本の

足を組んだことで、 1 組の接点になったのでしょ

う。それで、システムがクラッシュしていたのかも

知れません。 

 

ソフトウェアスペシャリストは、近くの店に行き、

ゴキブリ駆除箱を買ってきて、 マシンの下に置き

ました。これで、この問題は解決しました。 その

後、ゴキブリ駆除箱の交換が毎月の製品保守作業に

加わりました。 

戦略的パートナーシップ 

顧客の継続的成長を保証し、ビジネスニーズの変化に合わせる

ために、DEC は、 業界トップクラスの企業と戦略的提携関係を

築いてきました。たとえば、Microsoft 社、Oracle 社などです。 
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Kathy Morse (VMS エンジニア)の話し 

「我々が VMSのバージョン 3に取り組み、私が DECUSに出席した時、ある顧客が尋ねてきて、

こう言いました。『信じられないかも知れませんが、私たちはまだベースレベル 5を使って

いて、 とても気に入っています。これが今までで最高のものと思っていますし、変えよう

とも思っていません。 なぜなら、これがちょうど私たちのニーズに合っているからです。』

そこで私は、言いました。 『そうですね、それがニーズに合っているのなら、間違っては

いないと思います。 変えることはありませんよ！』と。」 

 

 

 

 

 

VAX: 堅牢な製品 

780 は、フォークリフトから落ちても動作  

 

1978 年、1台の VAX-11/780 が、アナハイムの National 

Computer Conference に向けて出荷されました。 しかし、

荷積みドックでフォークリフトから落ちてしまい、かなり

の損傷を受けたようでした。 代わりのマシンが、すぐ近く

の地元のオフィスから、ショーに持ち込まれ、落とされた

システムの残骸は、 ニューイングランドに戻ってきまし

た。エンジニアは、それを分解し、 フレームをまっすぐに

してバックプレーンを交換しました。 それ以外は完全に動

作し、何年も働き続けました。これは、フェニックス(不死

鳥)と呼ばれました。 

 

別の VAX-11/780 は、ビルの壁にぶつかっても動作し続けた

 

別の VAX-11/780 が、ワシントン D.C.のある顧客に出荷され

ました。 エレベータには大きすぎたので、顧客はクレーン

でつり上げ、窓から入れようと考えました。 ところがシス

テムは、開けた窓の中に入らずに、建物の壁にガシャンと

ぶつかってしまいました。 マシンは、ひどく損傷したよう

に見えました。 

その時、VAX-11/780 システムには、6ケ月のバックログが

あり、顧客は、新しいマシンを待てませんでした。 そのた

め、フィールドサービスエンジニアは、新しい外枠にし、

やや曲がったバックプレーンを交換し、 必要に応じてその

他の部品を交換しました。その後このマシンは、常に完璧

に動作しました。 顧客は、6ケ月分先行できたと、たいへ

ん喜びました。 

Larry Portner (ソフトウェア エンジニアリング、VP)の話 

「顧客は、家族の一員でしたし、あらゆるレベルでエンジニアと顧客との活発な対話があり

ました。 我々は、顧客の声を聞くことに多くの時間を費やし、DECUSは、新しい製品の要件

に対して、 ロビー活動団体のように非常に積極的であり効果的でした。我々は、顧客が必要

だと言うものを作りました。」 
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VAXbarの発案者；Vance Haemmerle 

VAXbar 
古い VAX-11/780は決して死なず、 
人類に奉仕する新たな道を発見したところ

 

 

 

DECUS 
- Digital Equipment Computer Users Society

Digital Equipment Computer Users Society は、DEC と関連ベンダの製品、サービス、

技術に関心を持つ IT 技術者の団体です。この団体の目標は、自由な情報交換を促進す

ることにあり、 メンバーとその組織をさらに成功させるための支援をします。分科会

では、メンバーに、 自分たちの専門技術向上のための手段と、技術トレーニングのた

めのフォーラム、 最新情報を修得する方法、支援プログラム、技術者同士との興味あ

る話題についての形式張らない討議と 対話の機会を提供します。 

Marion Dancy 
(システムビジネスユニット、UNIX and OpenVMS マーケティング VP)の話

「VAXと VMSが出始めた頃は、とてもエキサイティングでした。 なぜなら、会社が急成

長していたからです。私は、参加した最初の DECUSを覚えています。 DECUSに出かける
Vance Haemmerle の話 

「VAX-1 1/780 は、私にとって常に多く
の感傷的 な価値がありました。 初恋の
ように 、最初のコンピュータは忘れられ

ないものです。 VAX-11/780 は、80 年代

初頭に、それを使ってプログラムを作っ

た最初のコンピュータでした。 最初の

プログラムは、FORTRAN サブルーチンの

テストで、VMS のもとで「高速で実行」

できるように、 私はジョークで

「FAST.EXE」と名付けました。注目に値

するのは、DEC の大変人気のある VAX シ

リーズ コンピュータの最初の製品で、

さらに VAX-11/780 は、 実際に名機とさ

れる数少ないコンピュータの 1 つでも

あります。 ミニコンピュータ革命の中

心的役割を演じただけでなく、標準とし

て進化していきました。

ですから、HACKS コンピュータクラブに

寄贈された VAX-11/780 が、CPU とメモ

リを、 別の 2 台の 780 を動かすために

部品として取り外され、廃棄するためド

ックにあった時、 私は  HACKS のメンバ

ーに、別の用途を見つけるから譲り受け

たいと頼みました。 私のアイデアとし

ては、VMS に関する本の「Grey Wall」

用の本棚か、 バーかのどちらかにする

ことでした。しかしその時、私は自分専

用の VMS ドキュメントを持っていませ

んでしたので、 当然バーにするという

アイデアを選択したわけです！

(訳注：VAXbar に関してはぜひ以下のペ

ージをご覧になってください。 いろい

ろな写真が載っています。

http://toyvax.glendale.ca.us/

~vance/vaxbar.html

日本でもどなたかチャレンジしませんか

(^_^;  )
たびに、聴衆は倍増していきました。 初回は、300人くらいの聴衆でしたが、次回は 600

人、その次は 1200人、 さらにその次は 2000人を超えていました。これは、我々が市場

で得た勢いそのものでした。 多くの場合、32ビットの様々なアプリケーションについて

顧客から学ぶことができました。」 
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第 15 章 アフィニティプログラム 

OpenVMS と Windows NT の本質的な親和性を生かす 

Bill Gatesと Robert Palmer 

1995年5月8日、ワシントンD.C.のDECUSで、Digital 

Equipment Corporation と Microsoft Corporation

は、OpenVMS アフィニティプログラムを発表しまし

た。 これは顧客が、OpenVMS と Windows NT のお互い

の長所と短所を補完しあう、 3 層クライアント/サー

バ環境をインプリメントするための支援を行うもの

です。 OpenVMS は、究極のハイエンドとツール、ア

プリケーションを提供し、 Windows NT とのシームレ

スな統合を保証します。 

 

この統合システム環境は、OpenVMS の非の打ちどころ

のない能力を Windows NT アプリケーションの世界

にもたらします。このプログラムには、OpenVMS と 

Windows NT の本質的な親和性を基に構築された、

DIGITAL およびパートナーの新しいソフトウェア、 

ツール、ミドルウェア、サービスが含まれ、両プラ

ットフォームにわたるアプリケーションの開発、 展

開、管理を画期的に簡単にします。 

 

1995 年 5 月から、DIGITAL は一貫して、OpenVMS アフ

ィニティ環境をサポートする新しい製品、能力、 機

能、そしてサービスを発表してきました。 

 

主な例として、64 ビット コンピューティング用の

OpenVMS V7.0 があります。 これは、システム管理、

World Wide Web のホスト機能、エンタープライズメ

ッセージング、 およびアプリケーション開発のための

新製品です。さらに、ソフトウェアベンダは、 ユーザ

の要望に、新しいアプリケーションとツールで応えます。 

年々、アプリケーション開発、データ倉庫、医療用アプ

リケーションを アフィニティポートフォリオに提供す

るベンダが増えてきています。 

Mary Ellen Fortier 
(OpenVMS マーケティング、ディレクター)の話 

「顧客が、Windows NTのベータコピーを手に入れた時、旧

友に再会したような感じだと、 我々に教えてくれました。

これは驚くべきことではありません。 なぜなら、両方のオ

ペレーティングシステムの主任設計者は、 Dave Cutlerだ

ったからです。そのため、2つの環境には、技術面から見て

本来的な親和性があるのです。 Wes Mellingは、よくそれ

を引用して、『Cutler効果』と呼んでいます。」 

 

発足から 2年間で、OpenVMS アフィニティプログラムは、

世界中の 2万以上の組織を支援して、 企業全体にわた

る 2つのプラットフォームを 3層クライアント/サーバ

環境に統合してきました。 顧客には、世界規模の銀行、

証券取引所、医療機関、製造業、教育機関、政府組織な

どが含まれます。 

 

 

Bill Gates (Microsoft Corporation、会長兼 CEO)の話 

「我々がここで行っていること、つまりクラスタリングに関する合

意、共同開発、 共同のフィールドチームの重要性は、かつて我々が

他のアライアンスで 行ってきたことより遥かに大きいものです。」
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Marx Joyce 
(Corning 社 Computer and Information Services 
 Fibre Systems Engineering スーパバイザ)の話 

「DEC OpenVMS アフィニティ プログラムによる OpenVMSと Windows NTの統合は、 大変

機能豊富なオペレーティング環境を Corning社にもたらしました。 これは、優れた全体

的機能と、アプリケーションとツールの完璧なセットを提供してくれます。 我々は、

Forteという業界トップの 3層クライアント/サーバソフトウェアを選びました。 このソ

フトウェアは、OpenVMSと Windows NTの両方の長所を利用し、 多層のエンタープライ

ズ規模の機能性を持つアプリケーションの作成と展開を可能にします。」 

  

  

Patrick Hummel 
(Credit Lyonnais 社 Capital Market Division、IT ディレクタ)の話 

「いかなる災害においても、カギとなるのがデータの保護です。CPUを失った場合は、

それらを交換することができます。ネットワークを失った場合は、それを再構築するこ

とができます。 しかしデータを失った場合は、数ケ月間、業務が停止してしまいます。

株式市場において、それは死を意味します。当社本社の火災の時は、DEC VMSクラスタ

は、 データの保護に非常に有効に働きましした。感心したのは、我々のすべての主要

なサプライヤーの動員力と、 設備とサービスの提供能力でした。DIGITALは、特にう

まくこれをやってくれました。 彼らは、どこでも我々と一緒でした。」 
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第 16 章 将来ビジョン 

空を見上げて: Galaxy 

Jesse Lipcon 
(UNIX and Open VMS Systems Business 
Unit、上級 VP)の話 

「現在、OpenVMSは、地球上で最もフレキシブ

ルで、適応性のあるオペレーティングシステム

です。 1975年に「Starlet」の構想として出発

した OpenVMSは、21世紀に向けて Galaxyに移

行して行きます。 宇宙と同様、その果ては見

えません。」 

DIGITAL は、企業のコンピューティング資源に対するニーズが、

特定のアプリケーションで特定の時点に、 大幅に変動すること

を知っています。 

 

たとえば、電気通信会社における大規模クラスタのシステム管

理者の場合を考えてみましょう。 3 ケ月に 1度、通信衛星から

大量の極めて重要なデータが、受信局に送られてくるとします。 

伝送時間はわずか 2時間であり、全データを直ちに処理する必

要があります。 失敗は許されません。しかしシステムは、すで

に定常的な処理で手一杯です。 新しい CPU、メモリ、およびデ

ィスクを購入または、リースする余裕はありません。どうすれ

ばいいでしょうか？ 

 

この問いに対する答えが Galaxy です。DIGITAL は、OpenVMS の

機能を進化させ新しいアーキテクチャを開発しています。 これ

には、OpenVMS の複数のインスタンスを、1台のコンピュータで

協調的に実行することができる コンピューティングの新モデ

ルが含まれます。変動する不測の IT ワークロードや増大する負

荷に対する 管理能力を向上させようと考える企業にとって、

DEC OpenVMS Galaxy ソフトウェアソリューションは、 ダイナ

ミックにシステム資源を再構成、管理する最もフレキシブルな

手段を提供します。 Galaxy は、システム管理者が、単純なド

ラッグ＆ドロップによって、 個々の CPU やメモリを簡単に再割

り当てすることができる優れたソフトウェアソリューションで

す。 

Alphaシステム、21世紀への掛け橋 

OpenVMS の拡張 

20 年を経た現在も、OpenVMS は、果てしない成長の可能性を秘

めています。 OpenVMS は、次世紀に向けて顧客ニーズを十分に

満足させるための DIGITAL 戦略の主要コンポーネントです。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Harry Copperman 
(Products Division 上級 VP 兼ジェネラル マネージャ)の話

「インターネットと企業イントラネットの重要性が増し、OpenVMSの価

値は不朽なものとなっています。 この分野では、24時間 365日の稼働

が不可欠です。DIGITALは、様々な Webベースのサーバを提供していま

す。 OpenVMSは、インターネットサービスの完全な信頼性とアベイラ

ビリティを提供するプラットフォームです。」 
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Bruce Claflin 
(セールス マーケティング 上級 VP 兼ジェネラルマネージャ)の話

「OpenVMSは、顧客の業務において、クリティカルな役割を演じています。

これは、並外れた性能とハイ アベイラビリティを有する非常に強力で不可

欠なオペレーティングシステムです。」 

  

 
 

 
5 つの OpenVMS 戦略 

1. DIGITAL は、現在の OpenVMS の機能をすべ

て維持しながら、64 ビット環境への移行を容

易にして行きます。 

 

2. 当社は、OpenVMS 開発への投資を継続し、

このオペレーティングシステムの長期にわた

る未来を保証します。 

 

3. ディザスタ トレラント、24 時間 365 日稼

働という OpenVMS の利点を拡張し続けます。 

 

4. 当社は、Windoes NT とのシームレスな統合

を提供します。 

 

5. OpenVMS は、Windows NT に無限のハイエン

ド能力を提供し続けます。 現在の OpenVMS エ

ンジニアリングプロジェクトは、OpenVMS の発

足時から、 それを特徴づけてきた卓越した高

品質のエンジニアリングを維持しています。 

 

DIGITAL は、インターネット、コンティニュア

スコンピューティング、Windows NT 統合、 お

よびデータウェアハウスなどの分野における

64 ビットコンピューティングに、 引き続き重

点をおいていきます。エンタープライズコンピ

ューティングにおける Windows NT との統合へ

の要望を満たすために、DIGITAL は、NT と統合

されたエンタープライズアプリケーション、 

ビジュアルコンピューティング、およびメール

とメッセージングの機能を開発します。 イン

ターネットビジネスの成長は、顧客のイントラ

ネット、インターネットコマース、 および

ISP/Telco サポートの開発に対する市場ニー

ズを支援することになるでしょう。 

 
 
 
 

St
(O
テ

「

ン

の

 

eve Zaiewski 
penVMS システムソフトウェアグループ 
クニカルディレクター)の話 

OpenVMSエンジニアリングが、現在我々の行っているようなイノベーショ

を継続していけば、 我々はこの地位にあと 20年はいられるでしょう。そ

とき再び我々自身に問うのです。次は何だ? と」 
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付録 A VMS から OpenVMS へ : 主要リリース製品 

VMS V1、1978.8 

z マルチユーザ、マルチタスク、仮想メモリ オペレ
ーティング システム  

z ODS-1 および ODS-2 ファイル システム  
z 統合 DECnet  
z ANSI 磁気テープ サポート  
z 言語  
z VAX-11 FORTRAN IV-PLUS  
z ネイティブ コードを生成する VAX-11 MACRO  
z BASIC-PLUS 2 および COBOL  
z DCL および MCR コマンド言語インタプリタ  
z サポートされるハードウェア  
z 最低 256KB から最高 2MB までのメモリを搭載した
VAX-11/780  

z RK06 ディスク 2台、または MASSBUS ディスクおよ
びテープ  

z DMC-11 通信インタフェース  
z CR11、LP11、および LA11  
z VT52 および LA36 ターミナルと DZ11  
z 浮動小数点アクセラレータ  
 

VMS V2、1980.4～3000 ライセンス 

z 新プロセッサのサポート - VAX-11/750  
z より多数のネイティブ言語  
z EDT スクリーン エディタ  
z SET HOST  
z MAIL、PATCH、および SEARCH ユーティリティ  
z 共有シーケンシャル RMS ファイル  
z マルチポート共有メモリおよび DR780 サポート  
z コネクト ツー インタラプト ドライバ  
z ユーザ開発システム サービス  
z VAX FORTRAN(77)  
 

VMS V3、1982.4～10000 ライセンス 

z 新プロセッサのサポート - VAX-11/730、
VAX-11/725、VAX-11/782  

z VAX-11/782 非対称型マルチプロセッシング(ASMP)  
z 新アーキテクチャ、プロトコル、バスのサポート  
z システム通信アーキテクチャ(SCS)  
z 大容量ストレージ制御プロトコル(MSCP)  
z ロック管理システム サービス  
z 性能監視用 MONITOR ユーティリティ  
z BACKUP  
z DCL 用コマンド定義ユーティリティ  
z ターミナルのオートボー検出、CTRL/T、およびロ
グアウト時の通話切断  

z SPAWN および ATTACH  
 

VMS V4、1984.9～40000 ライセンス 

z 新プロセッサのサポート – VAX 8600、Micro VAX 
I/II(v4.1)、VAXstation I/II(v4.1)  

z VAXclusters  
z コネクション マネージャ  
z 分散ロック マネージャ  
z 分散ファイル システム(F11BXQP)  
z セキュリティ拡張機能  
z コマンド ライン編集およびコマンド リコール  
z ローカル エリア ターミナル サーバ  

z アクセス コントロール リストの実装  
z クラスタ規模のオペレータ制御  
z 変数プロンプト文字列  
 

VMS V4.4、1985 

z 新プロセッサのサポート - VAX 8200、VAX 8250、
VAX 8300、VAX 8350、VAX 8500、VAX 8550、VAX 8700、

VAX 8800  

z VAX 83xx および VAX 88xx 用 ASMP サポート  
z VAX 8974 および VAX 8978 クラスタ パッケージ  
z ディスク ボリューム シャドーイングおよび HSC
サポート  

 

VMS/V5、1988.5 

z 新プロセッサのサポート - VAX 6210、6220、6230、
6240、8810、8820、8830、8840、8842、VAXserver 

6210、6220  

z 対称マルチプロセッシング(SMP)サポート  
z ミックス インターコネクト VAXclusters  
z ライセンス管理機能  
z ターミナル フォールバック ユーティリティ  
z モジュール形式のエグゼクティブ  
z 構造化 DCL: IF-THEN-ELSE、GOSUB および CALL  
z システム管理拡張機能  
z デュアル パス ディスクの動的フェイルオーバ  
z 新しいバッチおよび印刷キュー機能  
z AUTOGEN Feedback  
 

VMS V5.2 DEC Windows(v5.1) 1988.9 ～300,000
ライセンス 

z 新プロセッサのサポート - VAX および VAXserver 
6400 シリーズ、VAXserver 3100  

z 96 ノードのクラスタ  
z ハードウェア リリース  
z V5.2-1、1989.10  
z MicroVAX 3100  
z VAXstation 3100 モデル 38/48  
z VAXstation 6000 シリーズ 4XX  
 

VMS V5.4、1990.10 

z 新プロセッサのサポート - VAX 6000-510、520  
z VAX6000-4xx 用ベクタ処理オプション  
z フォールト トレラント(VAXft)システム用 DCL コ
マンド  

z TPU 拡張機能  
z DECwindows 拡張機能  
z MSCP 負荷バランスおよび優先パス  
z パスワード履歴。辞書およびサイト固有パスワー
ド フィルタ  

z ハードウェア リリース  
z V5.4-0A、1990.10  
z VAX 9000  
z V5.4-1、1990.10  
z VAX 9000 SMP  
z VAXstation 3100 モデル 76  
z VAX 4000 モデル 200  
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z VAXft モデル 110、310、410、610、612  
 

VMS V5.5、1991.11 

z 新プロセッサのサポート - MicroVAX 3100 モデル
30、40、80、VAX および VAXserver 6000-6xx シリ

ーズ、VAX 4000 モデル 60、500、600、VAXstation 

4000 モデル 60 および VLC  

z 新しいキュー マネージャ  
z 新しいライセンス機能  
z LAT 拡張機能(SET HOST/LAT、LATmasterfeatures)  
z Phase II Shadowing(ホスト ベース シャドーイン
グ)  

z クラスタ規模テープ サービス(TMSCP)  
z 新しい RTL - DECthreads および BLAS 高速ベクタ
算術ライブラリ  

z ハードウェア リリース  
z V5.5-2HW、1992.9  
z MicroVAX 3100 モデル 90  
z VAX 4000 モデル 100 および 400  
z VAX 7000 モデル 600  
z VAX 10000 モデル 600  
z VAXstation 4000 モデル 90  
z V5.5-2、1992.9  
z VAX 7000 モデル 610、620、630、640、800 から 860  
z VAXstation モデル 90A  
z V5.5-2H4、1993.8  
z MicroVAX 3100 モデル 85、88、95、96  
z VAX 4000 モデル 100A、105A、106A、108、500A、
505A、600A、700A、705A、800A  

z VAXstation 4000 モデル 96  
z V5.5-2HF、1993.8  
z VAXft モデル 810  
 

OpenVMS/AXP V1.0、1992.11 - Alpha 登場! 

z 新しい Alpha プロセッサのサポートーDEC 3000 モ
デル 400、400S、500、500S、DEC 4000 モデル 600、

DEC 7000 モデル 610  

z VMS V5.4 をベースとする  
z VAX 実行イメージ トランスレータ DECmigrate  
z MACRO-32 コンパイラ  
z クラスタ、RMS ジャーナリング、シャドーイング、
SMP 等は未サポート  

 

OpenVMS/VAX V6.0、1993.6 

z 新プロセッサのサポート - VAX 7000 モデル
650/660、VAX 10000 モデル 650/660  

z Rationalized および Enhanced セキュリティ(レベ
ル C2 準拠)  

z クラスタ全体のマルチ キュー マネージャ  
z HELP/MESSAGE ユーティリティ  
z ISO 9660 CD-ROM フォーマットのサポート  
z Adaptive Pool Management  
z SYSMAN クラスタ規模 SHUTDOWN およびスタートア
ップ ロギング  

z クラスタ規模仮想 I/O キャッシュ  
z 拡張された物理、仮想アドレッシング  
z プロテクト サブシステム  
z DECnet/OSI  
z DECwindows XUI を DECwindows Motif に交換  
 

OpenVMS/VAX V6.1、1994.4 および OpenVMS/Alpha 
V6.1、1994.5 

z VAX および Alpha  

z 新プロセッサのサポート – AlphaServer 2100 
4/200 および 4/275 、DEC 3000 モデル 700 および

900、DEC 7000 モデル 710 および 7xxx、VAX 7000

モデル 7xxx  

z PCSI 製品インストレーション ユーティリティ
(PRODUCT コマンド)  

z Alpha 用シャドーイングおよび RMS ジャーナリン
グ  

z DECamds をオペレーティング システムにバンドル  
z CLUE Crash ダンプ ユーティリティ  
z DPML 標準算術ライブラリ  
z C++サポート  
z DECnet/OSI 拡張ノード名  
 

OpenVMS/VAX V6.2、1995.5 および OpenVMS/Alpha 
V6.2、1995.6 

z 新プロセッサのサポート – AlphaServer 2100 
5/250、8200 5/300、8400 5/300  

z オペレーティング システム付属フリーウェア
V1.0 CD 配布  

z 自動外部コマンド(UNIX PATH メカニズムと同様)  
z RAID サブシステム サポート  
z DCL TCP/IP 機能: COPY/FTP、および MAIL における
SMTP トランスポートなど  

z OpenVMS Management Station  
z SCSI クラスタ  
z SCSI-2 Tagged Command Queuing  
z BACKUP Manager - スクリーン志向インタフェース  
z ハードウェア リリース  
z V6.2-1H1(Alpha) 1994.11  
z AlphaServer 1000A 4/266  
z AlphaBook 1  
z AlphaServer 2100A 4/275、5/250、5/300  
z AlphaStation 255/233、255/300  
z V6.2-1H2(Alpha) 1995.1  
z AlphaServer 300 4/266  
z AlphaServer 1000A 5/266、5/333、5/400  
z AlphaServer 4000 5/300E  
z AlphaServer 4100 5/400、5/300、5/400、5/466  
z AlphaServer 8200 5/440  
z AlphaServer 8400 5/440  
z AlphaStation 500/300、500/400、500/500  
z AlphaStation 600 5/266、600 5/300、600 5/333  
 

OpenVMS/VAX V7.0 および OpenVMS/Alpha V7.0、
1995.12 

z DCL のプロセス親和性および機能
(PROCESS/AFFINITY 設定)  

z HYPERSORT 高性能 SORT ユーティリティ(Alpha)  
z 統合ネットワークおよびインターネット サポー
ト  

z 新しい MAIL ユーティリティ(リライト)  
z タイムゾーンおよび UTC サポート  
z 64 ビット アドレッシング - 新システム サービ
ス  

z カーネル スレッド  
z Spiralog 高性能ファイル システム  
z ダンプ ファイル圧縮(Alpha)  
z Wind/U - Windows Win32 API  
z Fast I/O および Fast Path 高度最適化 I/O  
 

OpenVMS/VAX V7.1 および OpenVMS/Alpha V7.1、
1996.12 

z 新プロセッサのサポート - AlphaServer 800 5/333、
5/400  
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z パイプ  
z Windows NT Affinity  
z PPP プロトコル  
z インターネット製品セット  
z Alpha 用 Dump Off System Disk  
z External Authentication(LAN マネージャ シング
ル サインオン)  

z 100Base T Fast イーサネット サポート(Alpha)  
z メモリ チャネル高性能クラスタ インターコネク
ト  

z データベース用巨大メモリ(LVM)サポート  
z BACKUP API  
z DECwindows 用 CDE インタフェース  
z 64 ビット システム サービス  
z スケジューリング システム サービス  

1997 年 9 月、Sydney CSC、John Gillings 編纂 

出典: Ruth Goldenberg、Max Burnet、Steve Tolna、Thomas 

Schwarz、Mark Buda、Sharon Rogenmoser、Kim Kinney、

Ken Blaylock、Rod Barela、Kelly Oglesby、Marie 

Teixeira、Michael Junge、Julian Sandoval、Mark Masias、

Jason Gallant、Brian Breton、Laura Buckley、Richard 

Rhodes、Dave Pina、Sue Clavin、Tim Ellison、John 

Manning、Dave Hutchins、Paul McGrath、Judy Novey、

Ian Ring、Ron Decker、Stephen Hoffman、VMS マーケテ

ィング、Sales Updates、旧 PID 資料、VMS 情報シート

ED-31080-48、VMS SPD、OpenVMS New Features Manuals  

 

編集: Andy Goldstein 
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付録 B VAX と VMS の歴史 

1975 

z VAX アーキテクチャ委員会が、「文化的に PDP-11
と互換性がありながらも、アドレス空間を 32 ビッ

トに広げたコンピュータを構築する」という目標

で設立される。その結果、PDP-11 の 16 ビットアー

キテクチャの「仮想アドレス拡張(Virtual Address 

eXtension)」である VAX が生まれる。  

z VMS、つまり「仮想メモリ システム(Virtual Memory 
System)」オペレーティング システムが同時に開

発され、ハードウェアとソフトウェアの完全な統

合を可能に。  

 

1977 

z 最初の VAX システムである VAX-11/780 の発表。  
z VMS V1.0 発表。  
 

1978 

z VMS V1.0 出荷。この開発目標は、PDP-11 と VAX シ
ステムとの互換性を達成し、情報とプログラムの

共用を可能にすること。  

 

1979 

z DECnet Phase II 発表。  
z Fortran IV 発表。  
 

1980 

z VMS V2.0 出荷。1システム上で業界最多の言語を
提供。  

z DECnet Phase III 発表。  
z VAX-11/750 発表。2番目の VAX ファミリ メンバー
であり、業界初の大規模集積回路(LSI)の 32 ビッ

ト ミニコンピュータ。  

 

1981 

z VAX 情報アーキテクチャ紹介、VAX-11、FMS、
DATATRIEVE、CDD、RMS、および DBMS を含む。  

 

1982 

z VAX-11/730 発表。3番目の VAX ファミリ メンバー
であり、3枚の Hex ボード上に取り付けた初の低コ

スト VAX プロセッサ、26.7cm の高さのラック マウ

ント可能なボックスに収めた最初の VAX。  

z VMS V3.0 出荷。  
z RA60 および RA81 ディスク ドライブ出荷。  
 

1983 

z VAXcluster の発表: ゆるやかなプロセッサ結合に
よる VAX プロセッサ結合機能により、複数の VAX

システムを単体システムとして操作可能。  

z VAX-11/725 発表。  
z CI コネクティビティを紹介。  

 

1984 

z VAX-11/785 紹介、当時最も強力な単体 VAX コンピ
ュータ。CPU サイクル タイムは 133ns であり、

VAX-11/780の 200nsサイクル タイムより50%向上。  

z VMS V4.0 出荷。  
z VAX 8600 発表、VAX システムの新世代 1号機。
VAX-11/780 の最高 4.2 倍の性能を提供し、

VAX-11/780 および VAX-11/785 システムとの I/O

サブシステムの互換性を維持しながら、I/O 性能を

向上。  

z VAXstation I 発表。DIGITAL の初の 32 ビット シ
ングル ユーザ ワークステーション。  

1985 

z MicroVAX チップを、DIGITAL 初の 32 ビット マイ
クロプロセッサである MicroVAX II 用として紹介。

最初のチップは、社内開発の半導体テクノロジー

によって製造。「チップオン VAX」は、業界の 32

ビット プロセッサの中で最高レベルの機能を持

つ。  

z VMS V4.2 出荷。  
 

1986 

z 最高位の VAX 8800、ミッドレンジ VAX 8300、VAX 
8200 を発表、デュアル プロセッサをサポートした

最初の VAX システム。各マシンに、新しい高性能

バスの VAXBI を内蔵。  

z VMS V4.5 出荷。  
z Local Area VAXcluster システム発表、分散コンピ
ューティングをイーサネットを介してワークグル

ープに拡張し、VAXcluster 環境のソフトウェア優

位性を MicroVAX II システムにもたらす。  

 

1987 

z VAX 8978 および 8974 システムを紹介、DIGITAL の
当時最も強力なシステムであり、VAX-11/780 シス

テムの最高 50 倍の能力を提供。  

z VAXstation 2000 発表、価格 5000 ドルを切る初の
ワークステーション、結果として業界で最大ボリ

ュームのワークステーションとなる。  

z MicroVAX コンピュータの新世代、MicroVAX 3500
および 3600 を公開。  

z CVAX チップ発表、VLSI VAX マイクロプロセッサの
第 2世代であり、従来品の 2.5 倍の能力を提供。

当社初の内製 CMOS マイクロプロセッサ。  

 

1988 

z VAX 6000 システム プラットフォーム発表。3つの
主要技術から構築: DEC CMOS VLSI VAX プロセッサ

(CVAX チップ)、対称マルチプロセッシング ハード

ウェアおよびソフトウェア環境、VAXBI I/O インタ

ーコネクト。  

z VAX 6200 システムと合わせて VMS V5.0 出荷。  
 

1989 
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z VAX 6500 システムの紹介、DIGITAL の単一キャビ
ネットで最も強力で拡張可能な VAX システム。  

z VMS V5.1 および V5.2 出荷。  
z Rigel チップ セット紹介。VAX 6400 システムに搭
載され出荷、以降 VAX 4000 システムに搭載。  

 

1990 

z DIGITAL は VAXft 3000 システムを発表。主流のオ
ペレーティング システム(VMS)を実行する業界初

のフォールト トレラント システムであり、バッ

クプレーンなどのすべてのコンポーネントがミラ

ー化された最初のシステム。  

z Mariah チップ セット搭載 VAX 6500 出荷。このプ
ロセッサは、VAX-11/780 システムのプロセッサの

約 13 倍の能力を提供。  

z VMS V5.4 出荷。  
 

1991 

z OpenVMS に名称変更を発表。  
z DIGITALの4番目のVAXマイクロプロセッサである
NVAX が、0.75 ミクロン CMOS テクノロジーに実装

され、VAX 6600 システムに搭載され出荷。  

z OpenVMS V5.5 出荷。  
z DIGITALと Microsoft Corporationが提携を発表し、
DEC PATHWORKS ソフトウェアを実行するローカル 

エリア ネットワーク サーバを使用して、

Microsoft Windows によるデータのやり取り可能

に。  

z DECnet Phase V 発表。  
 

1992 

z DIGITAL は、21 世紀のコンピューティングに向け
た 64 ビット プロセッサ アーキテクチャの Alpha

を発表。複数のオペレーティング システムをサポ

ートするために設計され、その 25 年の生涯にわた

り、性能が 1000 倍向上可能なように設計。最初の

Alpha チップは、21064 で、記録破りの 200MHz 性

能を提供。  

z 第 1世代 Alpha システムは、DEC 3000 モデル 400
および 500 ワークステーション、DEC 4000 システ

ム、DEC 7000 システム、および DEC 10000 システ

ム。  

z MicroVAX 3100 モデル 40 発表。  
z OpenVMS AXP V1.0 出荷。  
 

1993 

z OpenVMS AXP V1.5 出荷。OpenVMS VAX 6.0 出荷。  
z DEC 2100 Alpha AXP サーバ発表。  
 

1994 

z OpenVMS VAX 6.1 出荷。OpenVMS Alpha V6.1 出荷。  
z VAX 4000 モデル 505A/705A 発表。  
z MicroVAX 3100 モデル 85 発表。  
 

1995 

z Affinity for OpenVMS と Windows NT プログラム
発表。  

z Affinity Wave I 発表 - アプリケーション ベンダ
提携。  

z OpenVMS Alpha V6.2 出荷。OpenVMS VAX V6.2 出荷。  
z VAX 4000 モデル 106A および VAXstation 4000 モデ
ル 96 発表。  

z Terbolaser AS8400/AS8200、AS 400 発表。  
z MicroVAX 3100 モデル 96 発表。  
 

1996 

z Affinity Waves II および III 発表。  
z Wave II - Real World Deployment  
z Wave III - Advanced Partner Deployment  
z 64 ビット VLM/VLDM をサポートした OpenVMS Alpha 
V7.0 出荷。OpenVMS VAX 7.0 出荷。  

z VAX 7000モデル800、VAX 4000モデル108、MicroVAX 
3100 モデル 88 および 98 発表。  

z AlphaServer 4000/4100、AlphaServer 1000A、
AlphaServer 300 発表。
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私達は、OpenVMS が長期にわたって、広く NT アプリケ

ーションに向けた 24 時間 365 日稼働可能なディザス

タトレラントの巨大で完璧なデータ格納庫となるもの

と見ています。 このような完璧なアベイラビリティに

比肩する企業は、ずっと現れることはないでしょう。

インターネットの世界において、このアベイラビリテ

ィを直ちに必要とする顧客は、増え続けています。 

 

 

－Wes Melling

VP、Windows NT and OpenVMS Systems Group

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 62



VAX ＆ VMS ものがたり 

 
 

 

 

以下

DEC、

DEC 

LSI-

VAX F

VAXc

VMS、

第三

z 
z 
z 
z 
z 
z 
z 
z 

z 
z 
z 
z 
z 
z 
z 
z 
z 
米国

 

は Digital Equipment Corporation の商標です:  

DIGITAL ロゴ、ALPHA、ALPHA AXP、AlphaChip、AlphaServer、BI、Business Recovery Server、CI、DATATRIEVE、

3000、DEC 4000、DEC 7000、DECamds、DECchip、DECmigrate、DECnet、DECsystem、DECWORLD、FMS、HSC、HSC70、

11、MicroVAX、MSCP、OpenVMS、PDP、PDP-11、PDP-11/70、RSTS、RSX-11M、RT-11、SA、SB1、UNIBUS、ULTRIX、VAX、

ORTRAN、VAX 4000、VAX 6000、VAX 6400、VAX 6500、VAX 8200、VAX 8300、VAX 8600、VAX 8800、VAX 9000、VAXBI、

luster、VAXft、VAXserver、VAXstation、VAX-11/730、VAX-11/750、VAX-11/780、VAX-11/782、VAX-11/785、VLM、

VMScluster 

者商標:  

Anderson Consulting は、Arthur Andersen & Co.の登録商標です。  

BASIC は、Trustees of Darmouth College、D.B.A. Darmouth College の登録商標です。  

Energizer および Energizer Bunny は、Eveready Battery Company,Inc.の登録商標です。  

Forte は、Forte Software,Inc.の登録商標です。  

IBM は、International Business Machines Corporation の登録商標です。  

IEEE および POSIX は、The Institute of Electrical and Electronics Engineers,Inc.の登録商標です。  

Intel は、Intel Corporation の登録商標です。  

Microsoft,Windows,および WIN32 は、Microsoft Corporation の登録商標であり、Windows NT は、同社の商標で

す。  

MIPS は、MIPS Computer Systems,Inc の商標です。  

Motif および OSF/Motif は、Open Software Foundation,Inc.の登録商標です。  

MUMPS は、Massachusetts General Hospital の登録商標です。  

Olivetti は、Ing.C.Olivetti の登録商標です。  

Scrabble は、Milton Bradley の登録商標です。  

Xerox は、Xerox Corporation の登録商標です。  

X/Open は、X/Open Company Limited の商標です。  

UNIX は、X/Open Company,Ltd が独占的にライセンスしている米国および他国における登録商標です。  

その他の製品または会社名の使用は、識別の目的に限られており、各所有者の商標である場合があります。  

において印刷、発行# 97/97 10 57 20.0 Copyright 1997 Digital Equipment Corporatipn. All rights Reserved 

63


	はじめに
	第1章 コンピューティング形態の変化
	高い目標の設定
	システム全体にフォーカス
	ハードウェアとソフトウェアを最初から一緒に設計

	第2章 舞台のお膳立て
	VAX以前の時代
	プリント基板モジュールからコンピュータへ
	ピアツーピアネットワーキング：分散コンピューティングの誕生
	愛しの工場
	時計台
	織物からコンピュータへ
	当時の業界のトレンド
	16ビットを超えて
	32ビットコンピューティング: 必然的な次のステップ
	次期製品の検討

	第3章 VAXハードウェアの開発
	まったく新しいアーキテクチャの開発
	天体名の使用
	プロジェクトの計画
	計画の実施
	アーキテクチャの革新
	VAXの戦略
	VAXハードウェアのインプリメンテーション
	メモリとCPUの設計

	第4章 VMSソフトウェアの開発
	VMSのプロジェクト計画
	資料化
	連携作業
	カート上のブレッドボード
	誰がレッドフラグを持っている？
	必要になると作られたツール
	作成したものを使用
	互換性の確保
	VMSの戦略
	VAXとVMSのビジネスに賭ける

	第5章 期待以上の市場での評価
	最初のVAXとVMSシステムの出荷
	産業界への主な貢献
	変化に対する抵抗に勝利
	PDPからVAXへの移行
	重要な成功要因
	1.低価格の32ビット
	2. 科学分野用のFORTRAN
	3. スケーラビリティ
	4. コネクティビティ
	5. ソフトウェアの機能


	第6章 コマーシャル市場への進出
	ファミリの拡張
	もっとパワーを!

	第7章 ネットワーキング
	DECnet
	イーサネット
	CI、NI、BIインターコネクト

	第8章 第二世代のVAX
	VAX8600
	新しいハイエンド:VAX8800
	継続するエンジニアリング上の挑戦: アーキテクチャの進展

	第９章 1チップのVAX
	DEC半導体グループの起源
	V-11の開発:最初のVAXチップ
	MicroVAXの設計: 最初のチップベースのVAX
	盗める最初のVAXの発表
	MicroVAXの成功の上に
	爆発的な販売数
	VAXstation 2000
	CVAX
	SMPの搭載
	VAX6000とプラグインのパワー アップグレード
	Rigel
	Mariah
	NVAX
	非常な速度で進化
	シリコンによるビジネスの成長
	主要な性能強化

	第10章 Alphaへの橋を渡す
	Prism: RISCテクノロジーによるVMS
	高速のMicroPrismチップ
	Alphaの誕生
	基本的な質問を問い続ける
	Alphaの構成要素の決定
	全社を巻き込んで
	ビジネス パートナーの準備
	顧客からのインプット

	第11章 Alphaチップ - 64ビットのブレークスル -
	Alpha AXPファミリー システムの発表
	Destination Alpha: 障壁を克服
	VMSがOpenVMSに

	第12章 クラスタの王者の登場
	VAXclusterの発表
	OpenVMSクラスタ
	ローカルエリア VAXcluster
	より多くの相互接続手段でクラスタをサポート
	フォールト トレラントおよびディザスタトレラントのシステム
	OpenVMS Clusterは、クラスタの王者として支配し続ける

	第13章 OpenVMSの今日
	3層コンピューティングの必須部分
	比類なきアベイラビリティ
	クラスタのための拡張サポート
	64ビット環境のサポート

	第14章 世界中の顧客のために
	グローバルサービスのサポート
	今日のサービス戦略
	戦略的パートナーシップ

	第15章 アフィニティプログラム
	OpenVMSとWindows NTの本質的な親和性を生かす

	第16章 将来ビジョン
	空を見上げて: Galaxy
	OpenVMSの拡張

	付録A　VMSからOpenVMSへ : 主要リリース製品
	
	VMS V1、1978.8
	VMS V2、1980.4～3000ライセンス
	VMS V3、1982.4～10000ライセンス
	VMS V4、1984.9～40000ライセンス
	VMS V4.4、1985
	VMS/V5、1988.5
	VMS V5.2 DEC Windows\(v5.1\) 1988.9 ～300,000ライ〗
	VMS V5.4、1990.10
	VMS V5.5、1991.11
	OpenVMS/AXP V1.0、1992.11 - Alpha登場!
	OpenVMS/VAX V6.0、1993.6
	OpenVMS/VAX V6.1、1994.4およびOpenVMS/Alpha V6.1、1994.�
	OpenVMS/VAX V6.2、1995.5およびOpenVMS/Alpha V6.2、1995.�
	OpenVMS/VAX V7.0およびOpenVMS/Alpha V7.0、1995.12
	OpenVMS/VAX V7.1およびOpenVMS/Alpha V7.1、1996.12


	付録B　VAXとVMSの歴史
	
	1975
	1977
	1978
	1979
	1980
	1981
	1982
	1983
	1984
	1985
	1986
	1987
	1988
	1989
	1990
	1991
	1992
	1993
	1994
	1995
	1996



